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り
げ
り
崎
明
白
紙
撤
回
求
め
る

-ヒ刀シ.//し1I.a時武富n

政
府
は
、
朝
鮮
半
島
出
身
者

を
中
心
と
す
る
元
「
従
軍
慰
安

婦
」
問
題
な
ど
を
解
決
す
る
た

め
「
補
償
に
か
わ
る
措
置
」
と

し
て
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
か

ら
日
本
に
学
び
に
来
る
留
学
生

の
支
援
や
青
年
の
相
互
受
流
に

よ
り
新
た
な
関
係
発
展
を
目
指

す
目
的
の
「
ア
ジ
ア
宍
概
セ
ン

タ
ー
」
(
仮
称
)
、
ア
ジ
ア
女

性
の
た
め
の
「
女
性
自
立
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
す
る
方
針
を
固

め
た
乙
と
が
テ
レ
ビ
、
新
聞
で

明
ち
か
に
さ
れ
た
。

乙
れ
に
対
し
韓
国
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
犠
牲
者
団
体
と
支
援
団

に
よ
る
と
女
性
の
平
均
寿
命
は

八
二
・
五
一
歳
、
男
性
は
セ
六

.
。
九
歳
に
。
寿
命
が
延
び
、

世
界
最
長
寿
の
記
録
を
更
新
し

た
。圏
カ
イ
ロ
会
議
に
向
け
「
東

京
ア
ピ
ー
ル
」
探
択

「
日
本
人
口
会
議
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
が
十
四
日
、
東
京
で
聞

か
れ
、
九
月
に
カ
イ
ロ
で
開
催

の
国
連
の
「
国
際
人
口
開
発
会

議
」
に
向
け
「
東
京
ア
ピ
ー
ル
」

を
採
摂
。
こ
の
中
で
は
、
過
去

の
人
口
問
題
の
認
識
に
女
性
の

視
点
が
欠
け
て
い
た
乙
と
を
認

め
、
女
性
の
権
利
と
健
康
を
重

視、

N
G
Oの
積
極
的
活
用
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

圏
文
化

EEEEh這
山
さ
ん

文
部
省
は
八
日
、
遠
山
敦
子

高
等
教
育
局
長
を
文
化
庁
長
官

に
昇
格
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。
女
性
の
文
化
庁
長
官
は
初

め
て
。
遠
山
さ
ん
は
一
九
六
二

年
東
大
法
学
部
革
。

圏
ρ
介
護
休
業
、
一
人
一
回
、

最
低
三
か
月
u

労
働
省
の
研
究
会
「
介
護
休

業
制
度
に
闘
す
る
専
門
家
会

A
E
で
は
、
八
目
、
「
要
介
謹

者
一
人
に
つ
き
一
回
、
最
低
三

か
月
程
度
の
介
護
休
業
が
必

要
」
と
の
墾
墨
ま
と
め
帰
人

少
年
問
題
審
議
会
に
提
出
。
介

護
休
業
法
制
化
の
本
格
的
論
識

は
乙
れ
か
ら
。

圃
金
日
成
首
席
死
去

約
五
十
年
に
わ
た
り
朝
鮮
民

主
主
義
人
民
共
和
国
(
北
朝
鮮
)

を
統
治
し
た
金
目
成
首
席
が
、

八
日
、
急
病
の
た
め
死
去
、
八

十
二
歳
だ
っ
た
。

圏
ア
ジ
ア
初
の
女
性
宇
宙
飛

行
士
誕
生

日
本
時
間
九
日
午
前
一
時
四

十
三
分
、
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル

「
コ
ロ
ン
ビ
ア
」
が
打
ち
上
げ

ら
れ
た
。
ク
ル
l
の
一
人
は
、

日
本
人
女
性
の
向
井
千
秋
さ
ん

(
幻
歳
)
。
ア
ジ
ア
初
の
女
性

宇
宙
飛
行
士
と
な
っ
た
。
向
井

さ
ん
A
J
は
二
週
間
飛
行
。

圃
行
政
責
恒
否
定
|
水
俣
病

関
西
訴
魁
判
決

「
水
俣
病
関
西
訴
訟
」
の
判

決
で
、
十
一
日
、
大
阪
地
裁
は

園
、
県
の
法
的
責
任
は
認
め
ろ

れ
な
い
と
し
、
チ
ッ
ソ
に
の
み

二
億
七
千
六
百
万
円
の
賠
償
支

払
い
を
命
じ
た
。
行
政
の
責
任

を
否
定
し
た
の
は
九
二
年
の
東

京
訴
訟
判
決
以
来
三
度
目
。
原

告
は
控
訴
の
予
定
。

圃
世
韓
議
長
寿
国
日
本
、
記

録
更
新
厚
生
省
が
十
四
日
発
表
し
た

ご
九
九
三
年
簡
易
生
命
表
」
、

か
の
国
の
意
見
で
も
μ
慰
安
婦
H

と
い
う
特
定
の
言
葉
は
出
て
い

な
い
。
私
ど
も
も
時
閣
を
も
ら

い
協
議
の
う
え
、
翌
朝
、
日
本

と
し
て
は
依
存
が
な
い
と
い
う

こ
と
で
原
案
を
承
認
し
て
い

る
。
日
本
の
二
つ
の
新
聞
が
報

道
し
た
が
、
全
体
の
討
論
の
慌

れ
で
な
く
、
己
の
問
題
だ
切
に

焦
点
を
あ
て
、
会
識
が
こ
の
問

題
だ
け
で
議
論
し
て
い
た
よ
う

な
感
じ
に
な
っ
た
が
、
実
際
と

は
少
し
ち
が
う
」
と
語
っ
た
。

交

う

〉

中
山
士
朗
さ
ん
が

拶

随

筆

「

原

爆

要

一
似

一
り
ふ
し
」

(西
田
密

〆
た
¥
庖
)
で
日
本
エ

ッ
セ

(
イ
ス
ト
タ
ラ
プ
賞
を

受
賞
し
た
。
中
山
士
朗
さ
ん
と

い
っ
て
も
知
る
方
は
多
く
な
い

だ
ろ
う
。
地
味
な
作
家
で
あ
る

V
中
山
さ
ん
は
中
学
三
年
の

時
、
広
島
で
疎
開
地
後
片
付
け

作
業
中
被
爆
。
一
・
五
キロ
地
点

の
た
め
、
生
命
は
と
り
と
め
た

が
全
身
に
大
火
傷
を
負
っ
た
V

半
世
紀
の
月
日
は
、
伎
の
顔
の

傷
を
風
化
さ
せ
、
殆
ど
気
づ
か

ぬ
ほ
ど
目
立
た
な
く
な
っ
た

が
、
若
い
乙
ろ
、
中
山
さ
ん
の

ケ
ロ
イ
ド
は
あ
ま
り
に
ひ
ど

く
、
直
視
で
き
な
か
っ
た
V
生

ま
れ
も
つ
か
ぬ
傷
あ
と
が
い
か

に
心
を
傷
つ
け
る
も
の
か
。
中

山
さ
ん
の
小
説
は
、す
べ
て
〈原

爆
〉
で
あ
る
。
傷
つ
い
た
心
、

原
爆
の
も
た
ち
し
た
状
況
を
淡

々
と
客
観
的
に
描
い
た
短
篇
だ

が
、
あ
ま
り
に
も
静
か
で
、
抑

制
さ
れ
た
文
章
の
た
め
か
、
殆

ど
話
題
に
さ
れ
る
と
と
が
な
か

っ
た
V
彼
な
ろ
も
っ
と
売
れ
る

小
説
が
書
け
る
は
ず
と
原
爆
以

外
の
テ
1
マ
を
勧
め
る
人
も
あ

っ
た
が
、
中
山
さ
ん
は
が
ん
と

し
て
原
爆
し
か
脅
か
な
か
っ

た
。
会
社
務
め
で
生
活
の
賢
を

稼
ぎ
な
が
ち
ひ
た
す
ら
〈原
爆
〉

を
描
い
た
。
『
被
揮
者
の
眼
の

皮
膚
を
通
し
て
し
か
事
物
の
存

在
を
確
認
で
き
な
い
人
聞
に
な

っ
て
い
る
・
・
』

(
「
原
爆
亭
折

り
ふ
し
」

あ
と
が
き
)
中
山
さ

ん
が
十
年
ほ
ど
禽
き
つ
い
だ
随

筆
集
が
「
原
爆
亭
折
り
ふ
し
」

で
あ
る
。一

篇
三
枚
半
ほ
ど
の

ご
く
短
い
エ

ッ
セ
ー
で
「
山
」

と
か
「
川
」
と
か
、
一
字
の
題

名
が
つ
い
て
い
る
。

「
空
」
を

描
い
て
も
「
草
」
を
テ
1
マ
に

し
て
も
、
原
爆
に
行
き
つ
い
て

し
ま
う
の
で
あ
る
V
地
味
な
随

筆
集
の

〈格
調
の
高
い
文
草
〉

に
着
目
し
て
受
賞
作
品
と
し
た

エ
y
セ
イ
ス
ト
ク
ラ
ブ
選
考
委

員
会
も
う
れ
し
い
が
、
中
山
さ

ん
の
受
賞
あ
い
さ
つ
も
よ
か
っ

た
。
前
に
話
し
た
同
時
受
賞
者

H
あ
と
が
れ
の
H

岸
恵
子
さ
ん

の
話
に
ポ
l
ッ
と
し
て
頭
が
ま

っ
自
で
・
:
と
い
い
な
が
ら
、
言

葉
少
な
に
「
原
爆
の
被
害
を
声

高
に
叫
ぶ
の
で
な
く
、
心
の
内

に
あ
る
原
爆
を
描
き
つ
づ
け
た

い
」
と
語
っ
た
。
多
分
と
れ
か

ら
も
、
死
ぬ
ま
で
原
爆
に
向
か

い
つ
づ
け
・
き
つ
づ
り
る
、
と

い
う
と
と
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

|儲成社|
話題のノンフィクション

世
長
位
皆
伝

U

U

E

長

F
E

出ー

テ
レ
ジ
ン
の
小
さ
な
画
家
た
古
川
一

i
i聖
一

野
村
路
子
H

著

・

小

学

校

早

ま

ら

m
m

川
議
ナ
チ
ス
の
収
容
所
で
子
ど
も
達
は
問

千

」

」

仰
い

枚
の
絵
を
迭
し
た
。

人
間
性
へ
の
信
頼

山
花

'
=

を
よ
ぶ
感
動
の
記
録
。
・
定
価
1
、4
d

H

F

倍

前
駅
E

E

U

K

晶
島

愛
の
点
字
図
書
館
長

池
田
澄
子
H

著
・
小
学
校
中
学
年
か
ら

点
字
書
の
普
及
に
捧
げ
た
苫
難
の
下
生
を
抗
〈
/
ン

く
も
ん
の
お
も
し
ろ
文
学
ク
ラ
ブ
シ
リ
ー
ズ
@

ド
ン
マ
イ
、
上
む
け

川
村
た
か
し
H
作
/
畏
谷
川
知
子
H
絵

止
気
い
っ
ぱ
い
な
小
学
五
年
生
の
佳
代
子
の
お
父
ら

ゃ
ん
が
夜
間
定
時
制
刷
・
的
校
に
入
っ
た
ら
、
お
叫
り
ち
ゃ

ん
は
お
こ
っ
て
、
家
を
山
山
て
い
っ
た

-M
校
の
野
路

大
会
が
始
ま
り
、
お
父
ち
ゃ
ん
は
エ
l
ス
に
な
っ
た

が
:
。
・
小
嘩中級
以
上むき
/定
価
l
l
D
D
円
(
税
込
)

く
も
ん
の
海
外
児
童
文
学
シ
リ
ー
ズ
⑪

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
不
時
着

ゲ
イ
リ
l
・
ポ
ー
ル
セ
ン
H
作
/
酉
村

m子
H
訳
/
安
臓
由
紀
H
絵

ブ
ラ
イ
ア
ン
少
年
は
、
飛
行
機
引
伎
で
広
大
な
カ
ナ

ダ
の
諜
林
に
、
一
人
て
不
時
符
し
た
h

了お
の
と什

分

n身
だ
け
を
た
よ
り
に
、
火
山
口
棋
…の
中で

"ーさ

る
u

こ
と
を
学
び
、
た
く
ま
し
く
峻
μ
し
て
い
く
少

年
の
安
を
仲
間
く
。
-
小
学上紐
から
/

1
4
0
0
円
{税
込
)

読む栄しさE~耳鳴:山習知る存ぴ
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5・6.から
85半u変型・よ製
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定価110日円

自由研究@歯車寄絵本

合台所の道具や廃紛が、
おばけに変身.ノ

たの しくできるおばけ
全12iffi.ノ 工作の絵本。

*
親
と
子
の
心
を
つ
抱
〈
本
棚
*

ロ
イ
ギ
リ
ス
の
古
い
町
を
舞
台
に
し
た

本
格
的
な
タ
イ
ム
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
す
。

〒113東京都文京区本駒込6-6-3 s03-3942-1226 

前
ゆ
ぴ
ぬ
き
小
一
置
の
秘
密

情

咽

小

風

き

ち

作

小

野

か

お

る

画

音
回
目
岡
田
窃
見

U
U川
日
付
日

盲
聞
A
川
不
思
議
な
ボ
タ
ン
の
力
で
時
閣
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
し
ま
っ

」
き
た
少
年
パ
ー
ト
ラ
ム
は
、
ボ
タ
ン
の
謎
を
追
う
う
ち
苔
気

質
の
仕
立
屋
の
あ
ば
あ
さ
ん
を
知
る
よ
う
に
怠
つ
芝

i

二
人
の
奇
妙
怠
受
流
を
描
き
ま
す
。

ズ
ッ
コ
ケ
三
人
組
の

ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
E

ポプラ社

か
い
け
つ
ソ
ロ
リ

っ
か
ま
る
H
H
原
ゆ
た
か
・
飾

ろ
う
や
に
入
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
〆

ロ
リ
が
‘

脱
出
作
戦
合
開
始
け

定

価

7
8
0
円
(
税
込
)

ま
ん
か
だ
か
し
よ
い
ち
+
吉
川
豊

ど

世
界
な
ぞ
の
な
ぞ
全
よ
ω

た
か
し
先
生
の
川
町
作
を
山
川
先
q
が
槌
剛
に
し

陥

m

てお
く
る
第
3
のシ
リ
ー
ズ

f
ど
も
た
ち

ω
m
m

フ
ァン
タ
ジ
ー
附
桝
に
出
拡
と
び
こ
ん
で
く
る
い
削
ぽ

桶
快
な
入
門
川
で
す

1
2
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の

ι仰

な
ぞ
3
涌
え
た
ム
|
大
陸
の
な
ぞ
4

ノ
ア
の
箱
刊
仙

舟
を
さ
か
せ
5
迷
宮
ラ
ピ
リ
ン
ト
ス
の
島
自
天

p

j

に
そ
び
え
る
パ
ベ
ル
の
縫
7
死
者
を
よ
ぷ
ア
ン
刻
μ

コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
8
不
老
不
死
の
国
?
吉
野
ケ
里
-
由
一
間-=-HH 
理

漫画て学ぶや5しり考古学

定価各950円

世
界
な
ぞ
/
ふ
し
ぎ
/
事
典
持
品
川
は
川
崎
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り
げ
り
崎
明
白
紙
撤
回
求
め
る

-ヒ刀シ.//し1I.a時武富n

政
府
は
、
朝
鮮
半
島
出
身
者

を
中
心
と
す
る
元
「
従
軍
慰
安

婦
」
問
題
な
ど
を
解
決
す
る
た

め
「
補
償
に
か
わ
る
措
置
」
と

し
て
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
か

ら
日
本
に
学
び
に
来
る
留
学
生

の
支
援
や
青
年
の
相
互
受
流
に

よ
り
新
た
な
関
係
発
展
を
目
指

す
目
的
の
「
ア
ジ
ア
宍
概
セ
ン

タ
ー
」
(
仮
称
)
、
ア
ジ
ア
女

性
の
た
め
の
「
女
性
自
立
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
す
る
方
針
を
固

め
た
乙
と
が
テ
レ
ビ
、
新
聞
で

明
ち
か
に
さ
れ
た
。

乙
れ
に
対
し
韓
国
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
犠
牲
者
団
体
と
支
援
団

に
よ
る
と
女
性
の
平
均
寿
命
は

八
二
・
五
一
歳
、
男
性
は
セ
六

.
。
九
歳
に
。
寿
命
が
延
び
、

世
界
最
長
寿
の
記
録
を
更
新
し

た
。圏
カ
イ
ロ
会
議
に
向
け
「
東

京
ア
ピ
ー
ル
」
探
択

「
日
本
人
口
会
議
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
が
十
四
日
、
東
京
で
聞

か
れ
、
九
月
に
カ
イ
ロ
で
開
催

の
国
連
の
「
国
際
人
口
開
発
会

議
」
に
向
け
「
東
京
ア
ピ
ー
ル
」

を
採
摂
。
こ
の
中
で
は
、
過
去

の
人
口
問
題
の
認
識
に
女
性
の

視
点
が
欠
け
て
い
た
乙
と
を
認

め
、
女
性
の
権
利
と
健
康
を
重

視、

N
G
Oの
積
極
的
活
用
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

圏
文
化

EEEEh這
山
さ
ん

文
部
省
は
八
日
、
遠
山
敦
子

高
等
教
育
局
長
を
文
化
庁
長
官

に
昇
格
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。
女
性
の
文
化
庁
長
官
は
初

め
て
。
遠
山
さ
ん
は
一
九
六
二

年
東
大
法
学
部
革
。

圏
ρ
介
護
休
業
、
一
人
一
回
、

最
低
三
か
月
u

労
働
省
の
研
究
会
「
介
護
休

業
制
度
に
闘
す
る
専
門
家
会

A
E
で
は
、
八
目
、
「
要
介
謹

者
一
人
に
つ
き
一
回
、
最
低
三

か
月
程
度
の
介
護
休
業
が
必

要
」
と
の
墾
墨
ま
と
め
帰
人

少
年
問
題
審
議
会
に
提
出
。
介

護
休
業
法
制
化
の
本
格
的
論
識

は
乙
れ
か
ら
。

圃
金
日
成
首
席
死
去

約
五
十
年
に
わ
た
り
朝
鮮
民

主
主
義
人
民
共
和
国
(
北
朝
鮮
)

を
統
治
し
た
金
目
成
首
席
が
、

八
日
、
急
病
の
た
め
死
去
、
八

十
二
歳
だ
っ
た
。

圏
ア
ジ
ア
初
の
女
性
宇
宙
飛

行
士
誕
生

日
本
時
間
九
日
午
前
一
時
四

十
三
分
、
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル

「
コ
ロ
ン
ビ
ア
」
が
打
ち
上
げ

ら
れ
た
。
ク
ル
l
の
一
人
は
、

日
本
人
女
性
の
向
井
千
秋
さ
ん

(
幻
歳
)
。
ア
ジ
ア
初
の
女
性

宇
宙
飛
行
士
と
な
っ
た
。
向
井

さ
ん
A
J
は
二
週
間
飛
行
。

圃
行
政
責
恒
否
定
|
水
俣
病

関
西
訴
魁
判
決

「
水
俣
病
関
西
訴
訟
」
の
判

決
で
、
十
一
日
、
大
阪
地
裁
は

園
、
県
の
法
的
責
任
は
認
め
ろ

れ
な
い
と
し
、
チ
ッ
ソ
に
の
み

二
億
七
千
六
百
万
円
の
賠
償
支

払
い
を
命
じ
た
。
行
政
の
責
任

を
否
定
し
た
の
は
九
二
年
の
東

京
訴
訟
判
決
以
来
三
度
目
。
原

告
は
控
訴
の
予
定
。

圃
世
韓
議
長
寿
国
日
本
、
記

録
更
新
厚
生
省
が
十
四
日
発
表
し
た

ご
九
九
三
年
簡
易
生
命
表
」
、

か
の
国
の
意
見
で
も
μ
慰
安
婦
H

と
い
う
特
定
の
言
葉
は
出
て
い

な
い
。
私
ど
も
も
時
閣
を
も
ら

い
協
議
の
う
え
、
翌
朝
、
日
本

と
し
て
は
依
存
が
な
い
と
い
う

こ
と
で
原
案
を
承
認
し
て
い

る
。
日
本
の
二
つ
の
新
聞
が
報

道
し
た
が
、
全
体
の
討
論
の
慌

れ
で
な
く
、
己
の
問
題
だ
切
に

焦
点
を
あ
て
、
会
識
が
こ
の
問

題
だ
け
で
議
論
し
て
い
た
よ
う

な
感
じ
に
な
っ
た
が
、
実
際
と

は
少
し
ち
が
う
」
と
語
っ
た
。

交

う

〉

中
山
士
朗
さ
ん
が

拶

随

筆

「

原

爆

要

一
似

一
り
ふ
し
」

(西
田
密

〆
た
¥
庖
)
で
日
本
エ

ッ
セ

(
イ
ス
ト
タ
ラ
プ
賞
を

受
賞
し
た
。
中
山
士
朗
さ
ん
と

い
っ
て
も
知
る
方
は
多
く
な
い

だ
ろ
う
。
地
味
な
作
家
で
あ
る

V
中
山
さ
ん
は
中
学
三
年
の

時
、
広
島
で
疎
開
地
後
片
付
け

作
業
中
被
爆
。
一
・
五
キロ
地
点

の
た
め
、
生
命
は
と
り
と
め
た

が
全
身
に
大
火
傷
を
負
っ
た
V

半
世
紀
の
月
日
は
、
伎
の
顔
の

傷
を
風
化
さ
せ
、
殆
ど
気
づ
か

ぬ
ほ
ど
目
立
た
な
く
な
っ
た

が
、
若
い
乙
ろ
、
中
山
さ
ん
の

ケ
ロ
イ
ド
は
あ
ま
り
に
ひ
ど

く
、
直
視
で
き
な
か
っ
た
V
生

ま
れ
も
つ
か
ぬ
傷
あ
と
が
い
か

に
心
を
傷
つ
け
る
も
の
か
。
中

山
さ
ん
の
小
説
は
、す
べ
て
〈原

爆
〉
で
あ
る
。
傷
つ
い
た
心
、

原
爆
の
も
た
ち
し
た
状
況
を
淡

々
と
客
観
的
に
描
い
た
短
篇
だ

が
、
あ
ま
り
に
も
静
か
で
、
抑

制
さ
れ
た
文
章
の
た
め
か
、
殆

ど
話
題
に
さ
れ
る
と
と
が
な
か

っ
た
V
彼
な
ろ
も
っ
と
売
れ
る

小
説
が
書
け
る
は
ず
と
原
爆
以

外
の
テ
1
マ
を
勧
め
る
人
も
あ

っ
た
が
、
中
山
さ
ん
は
が
ん
と

し
て
原
爆
し
か
脅
か
な
か
っ

た
。
会
社
務
め
で
生
活
の
賢
を

稼
ぎ
な
が
ち
ひ
た
す
ら
〈原
爆
〉

を
描
い
た
。
『
被
揮
者
の
眼
の

皮
膚
を
通
し
て
し
か
事
物
の
存

在
を
確
認
で
き
な
い
人
聞
に
な

っ
て
い
る
・
・
』

(
「
原
爆
亭
折

り
ふ
し
」

あ
と
が
き
)
中
山
さ

ん
が
十
年
ほ
ど
禽
き
つ
い
だ
随

筆
集
が
「
原
爆
亭
折
り
ふ
し
」

で
あ
る
。一

篇
三
枚
半
ほ
ど
の

ご
く
短
い
エ

ッ
セ
ー
で
「
山
」

と
か
「
川
」
と
か
、
一
字
の
題

名
が
つ
い
て
い
る
。

「
空
」
を

描
い
て
も
「
草
」
を
テ
1
マ
に

し
て
も
、
原
爆
に
行
き
つ
い
て

し
ま
う
の
で
あ
る
V
地
味
な
随

筆
集
の

〈格
調
の
高
い
文
草
〉

に
着
目
し
て
受
賞
作
品
と
し
た

エ
y
セ
イ
ス
ト
ク
ラ
ブ
選
考
委

員
会
も
う
れ
し
い
が
、
中
山
さ

ん
の
受
賞
あ
い
さ
つ
も
よ
か
っ

た
。
前
に
話
し
た
同
時
受
賞
者

H
あ
と
が
れ
の
H

岸
恵
子
さ
ん

の
話
に
ポ
l
ッ
と
し
て
頭
が
ま

っ
自
で
・
:
と
い
い
な
が
ら
、
言

葉
少
な
に
「
原
爆
の
被
害
を
声

高
に
叫
ぶ
の
で
な
く
、
心
の
内

に
あ
る
原
爆
を
描
き
つ
づ
け
た

い
」
と
語
っ
た
。
多
分
と
れ
か

ら
も
、
死
ぬ
ま
で
原
爆
に
向
か

い
つ
づ
け
・
き
つ
づ
り
る
、
と

い
う
と
と
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

|儲成社|
話題のノンフィクション

世
長
位
皆
伝

U

U

E

長

F
E

出ー

テ
レ
ジ
ン
の
小
さ
な
画
家
た
古
川
一

i
i聖
一

野
村
路
子
H

著

・

小

学

校

早

ま

ら

m
m

川
議
ナ
チ
ス
の
収
容
所
で
子
ど
も
達
は
問

千

」

」

仰
い

枚
の
絵
を
迭
し
た
。

人
間
性
へ
の
信
頼

山
花

'
=

を
よ
ぶ
感
動
の
記
録
。
・
定
価
1
、4
d

H

F

倍

前
駅
E

E

U

K

晶
島

愛
の
点
字
図
書
館
長

池
田
澄
子
H

著
・
小
学
校
中
学
年
か
ら

点
字
書
の
普
及
に
捧
げ
た
苫
難
の
下
生
を
抗
〈
/
ン

く
も
ん
の
お
も
し
ろ
文
学
ク
ラ
ブ
シ
リ
ー
ズ
@

ド
ン
マ
イ
、
上
む
け

川
村
た
か
し
H
作
/
畏
谷
川
知
子
H
絵

止
気
い
っ
ぱ
い
な
小
学
五
年
生
の
佳
代
子
の
お
父
ら

ゃ
ん
が
夜
間
定
時
制
刷
・
的
校
に
入
っ
た
ら
、
お
叫
り
ち
ゃ

ん
は
お
こ
っ
て
、
家
を
山
山
て
い
っ
た

-M
校
の
野
路

大
会
が
始
ま
り
、
お
父
ち
ゃ
ん
は
エ
l
ス
に
な
っ
た

が
:
。
・
小
嘩中級
以
上むき
/定
価
l
l
D
D
円
(
税
込
)

く
も
ん
の
海
外
児
童
文
学
シ
リ
ー
ズ
⑪

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
不
時
着

ゲ
イ
リ
l
・
ポ
ー
ル
セ
ン
H
作
/
酉
村

m子
H
訳
/
安
臓
由
紀
H
絵

ブ
ラ
イ
ア
ン
少
年
は
、
飛
行
機
引
伎
で
広
大
な
カ
ナ

ダ
の
諜
林
に
、
一
人
て
不
時
符
し
た
h

了お
の
と什

分

n身
だ
け
を
た
よ
り
に
、
火
山
口
棋
…の
中で

"ーさ

る
u

こ
と
を
学
び
、
た
く
ま
し
く
峻
μ
し
て
い
く
少

年
の
安
を
仲
間
く
。
-
小
学上紐
から
/

1
4
0
0
円
{税
込
)
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記
録
の
一一-A

覧
表
作
り

戦
時
下
勤
労
動

員

少

女

の

会

本
年
末
に
刊
行
へ

来
年
は
敗
戦
五
十
年
一
だ
日
町
、
こ
戸
じ
は
学
徒
動
労
動
員
の
五
十
年
で
も
あ
る
。
盟
業
も
捨
て

工
場
安
奇
酪
な
労
働
働
会
当
時
の
少
哀
ル
ち
の
問
て
勤
労
動
員
の
目白銀
を
作
る
ケ
ー

ス
が
こ
ご
数
年
目
立
っ
て
い
る
。
こ
か
り
の
記
録
の
大
半
が
、
当
事
者
た
ち
の
私
奉

B
U需
L

知
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
体
験
者
ど
戸
νの
交
涜
も
な
い
。
こ
れ
官
ほ
あ
串
官
り
に
惜
し
い
、
せ

め
て
配
録
の

一
覧
表
吾
作
る
?
と
い
キ
撲
が
「
戦
時
下
勤
労
動
員
少
女
の
会
」
の
手
で
す
す

め
ら
れ
て
い
る
。
な
ん
介
炉
、
こ
宇
レ
の
士
一
月
八
日
ま
で
日
ほ
刊
行
し
た
い
介
螺
舗
の
作
業

中
の
同
会
の
メ
ン
バ

i
a日
ね
て
み
え

「
勤
者
動
員
少
女
の
会
」
(
発

起
人
代
表
、
坂
口
郁
さ
ん
)
は
、

一
九
九
一
年
の
十
二
月
八
日
に

ス
タ
ー
ト
し
た
。
た
ま
た
ま
こ

の
年
、
勤
労
動
員
の
こ
ろ
の
記

録
を
刊
行
し
た
四
つ
の
学
校
の

七
人
の
京
性
が
顔
を
あ
わ
せ

た
。
ほ
と
ん
ど
が
初
対
面
の
一
集

ま
り
だ
っ
た
が
共
通
の
体
験
、

思
い
に
、
十
年
の
知
己
の
よ
う

に
話
し
あ
っ
た
。

七
人
が
記
録
刊
行
を
思
い
た

っ
た
の
は
、
乙
の
苛
酷
な
体
験

が
単
な
る
戦
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

し
て
忘
れ
去
ら
れ
た
く
な
い
と

寸
i
i
F

い
う
こ
と
だ
っ
た
。
強
制
的
に

学
業
#
揺
で
去
色
れ
、
兵
器
作

り
な
ど
の
盟
労
働
に
従
事
レ

た
o
十
三
、
四
歳
の
少
女
が
三

交
替
制
の
深
夜
労
働
に
従
事
し

た
り
、
笠
鰻
平
艦
砲
射
躍
で
ク

ラ
ス
メ
ー
ト
を
失
っ
た
ケ
1
ス

も
多
い
。
こ
ん
な
体
験
を
「
戦

争
だ
か
ら
生
万
な
か
っ
た
」
の

一
言
で
片
づ
り
ら
れ
た
く
な
か

っ
た
。
そ
し
て
こ
包
辛
い
体
験

を
後
世
に
語
り
つ
ぐ
と
と
が
反

戦
・
平
和
に
つ
な
が
る
と
考
え

た
七
人
が
こ
ん
な
思
い
を
話
し

与や

あ
う
う
ち
、
自
分
た
ち
以
外
に

も
同
じ
考
え
の
人
が
多
い
は

ず
、
と
そ
の
年
の
十
二
月
八
日

(
太
平
津
戦
争
開
始
の
日
)
に
、

戦
中
、
女
学
校
に
行
っ
て
い
て

勤
労
動
員
さ
れ
た
経
惨
伊
持
つ

女
性
た
ち
の
集
い
を
持
つ
プ
ラ

ン
が
と
び
出
し
た
。

何
A
A
集
ま
る
か
、
見
当
も
つ

か
な
か
っ
た
が
、
予
想
以
上
の

八
十
五
人
が
集
ま
っ
た
。
今
、

即
り
上
っ
た
ば
か
り
の
記
録
を

侍
っ
て
新
潟
か
ち
参
加
し
た
人

も
あ
り
、
み
な
を
感
激
さ
せ
た
。

共
通
の
体
験
を
語
る
人
、
記
録

作
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
聞
く
入
、

時
閣
が
た
り
な
い
く
ら
い
だ
っ

た
。
こ
の
八
十
五
人
の
人
び
と

を
手
が
か
り
に
、
情
報
を
集
め
、

記
録
集
め
の
収
集
、
リ
ス
ト
作

り
が
始
ま
っ
た
。

デ
ー
タ
を
集
め
る
う
ち
、
ひ

と
く
ち
に
勤
労
動
員
と
い
っ
て

も
、
各
地
各
校
で
状
況
が
非
常

に
ち
が
う
乙
と
が
わ
か
っ
た
。

勤
労
動
員
は
一
九
四
四
年

(
昭
凶
)
か
ち
始
ま
り
、
高
、

専
生
、
中
、
女
学
校
の
四
年
生

以
よ
だ
っ
た
が
、
敗
戦
の
年
に

は
、
中
、
事
校
、
高
等
国
民

学
校
の
二
年
生
も
行
っ
て
い
た

と
い
う
の
が
一
般
的
な
常
織
。

し
か
レ
一
つ
一
つ
状
況
を
開
く

と
、
二
年
生
で
も
動
員
さ
れ
な

い
と
乙
ろ
、

一
年
生
で
も
毎
日

ら
ん
顔
だ
っ
た
と
い
う
o

集
っ
て
い
る
全
国
記
録
集
は
約

記
録
の
作
り
方
は
丁
寧
で
、
六
十
冊
。

単
な
る
思
い
出
文
集
で
な
く
、
「
会
」
で
は
、
会
と
ま
だ
連

動
員
さ
れ
た
工
場
な
ど
、
現
地
絡
が
つ
い
て
な
く
て
す
で
に
記

や
関
係
者
を
訪
ね
、
取
材
す
る
録
集
を
作
っ
て
い
る
と
乙
ろ

な
ど
力
作
が
多
い
。
同
時
に
、
は
、
連
絡
を
と
よ
び
か
け
て
い

資
料
集
め
に
母
校
に
行
っ
て
、
る
。
ま
た
、
ま
だ
記
録
の
な
い

あ
ま
り
資
料
の
少
な
い
の
に
び
学
校
に
、
戦
争
の
体
駒
田
宮
を
残
す

つ
く
り
。
学
校
史
に
記
述
が
金
た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら
で
も
作

く
な
い
の
に
気
づ
い
た
り
、
工
る
さ
つ
に
と
勧
め
て
い
る
。

場
で
空
四
四
で
死
ん
だ
人
が
、
学
「
戦
時
下
勤
労
動
員
少
女
の

校
の
記
録
で
「
思
学
」
に
な
っ
会
」

干
削
東
京
都
世
田
谷
区
桜

て
い
る
の
を
発
見
、
憤
慨
し
た
よ
水
四
一
一
四
O
四

人

も

い

る

。

坂

口

都

さ

ん

宮

ω・
3
ヨ
日
。

現
在
、
「
会
」
に
デ
i
タ
が
・

0
4
0
3

oaZ童
話
器
量
万
必
要
n
a
Z君
主
若
者
詰
霊
童
話
Z
Z
Z語放
ZZZQ草
苦
告
書
量
産
z
z
z
e
z詩
語
草
azam草
草
若
草
Z
Z話
器
語
主
宰
車
若
草
草
書
草
書
主
宰
辛
苦

年
四
回
以
上
、
会
報
を
年
二
回

v凶
凶
‘

A

・A
-

A

』

宝

、

、

-
a
'
p
・a・
台

司

戸

川

園

、

発

行
し
て
い
く
。
「
そ
れ
ぞ
れ

芳
生
相
会
広
実
証
明
〈
持
諮問訪れ

I
I
I
l
l
-
B
I
l
l
-

総
体
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
な
る

凶

ヨ

嬰

割

自

固

と

い

う
よ
う
な
柔
軟
な
考
え
方

出
E
E閉
山
M
U島
匹

掴

で

。
緩
や
か
な
関
係
づ
く
り
を

i
l
IJ

目
指
し
て
い
る
」
と
言
う
。

女
性
セ
ン
タ
ー
の
多
摩
地
域
建
参
加
者
か
ら
は
「
行
政
が
主

援
を
目
僚
に
し

ζ
ア
ピ
ー
ル
」
導
罪
持
つ
の
か
、
ど
う
か
」
、

を

探

摂

し

た

。

「

役

員

体

制

で

進

め

る

の

で

な

「
ア
ピ
ー
ル
」
を
具
体
化
し
く
、
各
地
域
か
色
出
し
た
運
営

ょ
う
と
、
十
二
月
に
は
実
行
委
委
員
と
と
も
に
、
風
酒
し
の
良

員
A
手
中
心
と
す
る
三
十
七
名
い
組
織
作
り
を
」
、
「
活
動
の

で
担
備
委
員
会
を
結
成
、
毎
月
中
に
若
い
人
を
」
な
ど
、
活
発

二
回
の
会
合
や
合
宿
を
量
ね
て
な
意
見
が
あ
い
つ
い
だ
。

き

た

。

役

員

に

は

、

代

表

に

橋

本

文

設
立
総
会
に
は
、
多
摩
の
広
子
さ
ん
(
日
野
市
)
、
副
代
表

範
囲
の
地
域
か
色
、
女
性
た
ち
に
遠
藤
真
子
さ
ん
(
八
王
子

約
六
十
名
が
参
加
、
会
則
案
・
市
)
、
高
田
誠
子
さ
ん
(
武
蔵

活
動
計
画
案
の
説
明
と
承
認
、
野
市
)
ら
が
決
ま
り
、
橋
本
さ

役
員
選
出
等
が
行
わ
れ
た
。

ん
は
「
寂
立
を
き
っ
か
け
に
、

活
動
計
闘
の
主
な
内
容
は
、
た
く
さ
ん
の
女
性
た
ち
の
参
加

男
女
共
生
益
事
実
現
と
、
活
を
期
待
し
て
い
る
」
台
譲
拶
し

動
拠
点
と
な
る
都
立
女
性
セ
ン
た
。

タ
ー
の
多
摩
地
域
建
設
を
推
「
多
廓
女
性
ネ
ッ
ト
」
へ
の

進
、
女
性
存
政
の
地
域
格
差
是
参
加
は
個
人
で
、
年
会
賞
千
円
。

正
の
働
き
か
け
、
行
政
と
の
痩
一
こ
の
目
だ
け
で
約
三
十
人
の
参

拠
、
女
性
問
題
解
決
の
た
め
の
加
が
あ
り
、
来
年
三
月
ま
で
に

学
習
・
踊
査

・
研
究
活
動
な
三
百
名
の
加
入
を
目
桓
レ
、
今

ど

。

後

各

市

町

村

に

も

広

く

呼

び

か

-
一
耳
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
初
年
け
て
い
く
と
言
、
つ
。

度
、
間
以
も
力
#
入
れ
て
い
る
活
第
二
部
で
は
、
相
互
の
親
睦

動
は
各
地
域
聞
の
情
報
交
換
、
を
は
か
る
た
め
の
交
一
流
会
が
、

交
流
で
、
こ
の
た
め
定
例
会
を
な
ご
や
か
に
行
わ
れ
た
。

工
場
に
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
と

バ
ラ
バ
ラ
。
近
南
の
工
場
だ
け

で
な
く
、
宮
城
県
の
女
学
生
は

親
も
と
キ
」
離
れ
速
く
神
奈
川
で

働
か
さ
れ
て
い
る
。
と
一思
う
と
、

母
校
の
教
宰
亦
工
場
と
な
り
作

業
し
た
ケ
1
ス
も
あ
る
。
北
海

道
は
農
家
に
泊
り
乙
ん
で
農
業

支
援
が
多
い
。

ず
い
分
早
く
記
録
集
を
作
っ

た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
ゆ
」
乙
数

年
の
制
作
が
多
い
。
子
育
て
も

終
わ
り
還
暦
を
迎
え
る
こ
ろ
に

な
っ
て
余
裕
も
で
き
て
と
い
う

と
と
が
多
い
よ
う
だ
。

男
子
校
よ
り
女
子
校
が
断
然

多
い
。
こ
れ
は
、
戦
争
に
対
す

る
と
だ
わ
り
方
が
女
性
m
Z万

に

東

京

・
多
摩
地
域
三
十
二
市

強
い
と
い
う
こ
と
。
女
性
の
堀
町
村
の
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

合
、
核
当
の
年
ご
ろ
の
人
は
ほ
し
て
「
多
摩
女
性
ネ
γ
ト
ワ

l

ぽ
全
部
、
工
場
に
行
か
さ
れ
て
ク
」
が
結
成
さ
れ
、
二
日
、
府

い
る
が
、
男
性
は
学
校
に
残
っ
中
市
の
多
摩
宍
流
セ
ン
タ
ー
で

て
工
場
に
行
く
ほ
か
に
、
守
一
害
総
会
が
語
れ
た
。

で
陸
軍
幼
軍
学
校
、
海
兵
予
科
、
「
多
摩
女
性
τ

一
不
ッ
ト
」
は
、

予
科
練
な
ど
に
行
く
温
が
あ
り
多
摩
地
域
の
翠
京
移
管
百
周
年

体
験
が
一
本
に
な
ち
な
い
。
そ
を
記
念
し
、
昨
年
待
わ
れ
た
T

れ
ぞ
れ
「
自
分
の
方
が
大
変
だ
一

時
E

っ
た
」
と
い
う
言
い
分
が
あ
る

一白

ょ
う
だ
と
い
う
。
そ
れ
に
、
戦
一

帯

後
、
も
う
一
度
学
校
に
復
学
、
一

昨

上
級
学
校
へ
進
ん
だ
人
も
多

一
穂

E

い
。
そ
乙
へ
行
く
と
女
性
は
上
一
回

級
学
校
へ
進
学
で
き
る
な
ど
少
一

『

数
の
明
記
草
れ
た
人
。

工
場
で
働
一
開

い
て
い
る
う
ち
学
校
が
終
わ
っ
一

明

た
感
じ
で
H

恨
み
d

は
深
い
。
一

棚
、

特
に
と
だ
わ
っ
て
い
る
の
一
守
〕

は
、
昭
和
三
十
年
三
月
に
四
年
一

P
L

生
で
女
学
校
を
卒
業
し
た
人
。
一

蜘

国
の
一
都
合
で
通
常
よ
り
一
年
早
一
明

く
学
校
を
追
い
出
さ
れ
、
卒
業
一

し
で
も
そ
の
ま
ま
工
場
で
働
か
一

さ
れ
、
敗
戦
で
放
り
出
さ
れ
た

2

学
校
も
工
場
も
関
係
な
い
と
知

韓式全社ホライゾン掛川町A制 irii明日柏市，
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ス
ウ
工
|
デ
ン

・
ノ
ル
ウ
ェ
ー

女
性
・
福
祉
・
政
治
視
察
旅
行

こ
の
旅
行
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
器
量
宇
の
軍
事
運
動
、
位

車
(
投
票
草
叩
鬼
)
在
視
軍
す
る
と
と
も
に
、
北
敵
で
女

性
の
社
会
進
出
を
ど
の
よ
う
に
推
進
し
、
福
祉
制
度
在
支

え
て
き
た
廿
命
令
宇
び
ま
す
。

例
年
巴
月
刊
日
i
引
臼
(
叩
泊
目
日
間
)

は
?戦
後
、
朝
日
新
聞
の
「
ひ
と

と
き
」
欄
の
創
設
は
、
戦
後
の

新
聞
史
に
残
る
N

快
挙
μ

だ
っ

た
。
は
じ
め
て
発
言
の
場
を
与

え
ら
れ
た
女
た
ち
は
、
思
い
の

た
け
を
ぶ
つ
け
た
。
苦
し
い
薯

ち
し
の
と
と
、
平
和
へ
の
思
い

ー
ー
。
自
分
の
文
が
採
用
さ
れ

た
乙
と
を
曹
ぴ
、
ほ
か
の
人
の

文
章
に
熱
い
共
感
を
抱
い
た
。

俊
樹
者
ど
う
し
話
し
あ
い
た

い
と
い
う
声
が
起
き
、
発
起
人

が
括
し
あ
っ
た
の
が

一
九
五
五

年
一
月
。
こ
の
と
き
「
草
の
実
」

の
名
称
が
で
き
、
よ
び
か
け
の

ハ
ガ
キ
を
配
る
と
た
ち
ま
ち
一
一

百
五
十
人
が
入
会
希
望
。
地
域

毎
に
グ
ル
ー
プ
舟
」
作
り
話
し
あ

う
う
ち
、
機
関
誌
作
り
の
話
が

出
、
五
月
に
は
も
う
創
刊
号
が

出
た
。
そ
の
あ
と
、
六
月
十
二

日
に
設
立
記
念
。
「
そ
の
日
に

〈
阜
の
実
〉
を
渡
し
ま
し
た
」

「
私
川
崎
、
も
ら
っ
て
び
っ
く
り

し
た
の
覚
え
て
い
る
わ
」

タ
イ
プ
刷
り
A
5判
印
円
だ

だ
。
は
じ
め
は
一
年
毎
に
新
し

い
絵
を
描
い
て
も
ら
っ
て
い
た

が
P

財
政
上
d

と
の
と
と
ろ
ず
っ

と
同
じ
絵
。
「
何
十
年
に
な
る

か
し
ら
。
も
う
〈
草
の
実
〉
の

表
紙
は
、
こ
の
絵
以
外
考
え
ら

れ
な
い
ほ
ど
。
朝
倉
先
生
に
は

申
し
わ
り
な
く
て
、
時
々
、
も

う
少
レ
、
使
わ
せ
て
頂
い
て
よ

る
こ
と
、
書
く
こ
と
、
し
ゃ
べ

る
こ
と
が
好
き
な
人
の
集
ま

り
。
年
を
と
っ
て
少
々
足
腰
が

痛
ん
で
も
、
書
く
と
と
は
大
丈

夫
。
だ
か
ち
つ
づ
く
の
だ
、
と

思
い
ま
す
」

編
集
の
H

き
ま
円
〆
は
来
た

原
稿
は
全
部
の
せ
る
と
い
う
こ

と
だ
け
。
「
会
員
の
雑
誌
だ
か

機
関
誌
「
草
の
実
」

学

び

、

考

え

、

書

き

つ

づ

け

て

っ
た
。
タ
イ
プ
が
活
版
に
な
り
、

と
い
う
変
化
は
あ
っ
た
が
、
ス

タ
イ
ル
も
ペ
ー
ジ
数
(
現
在
は

部
門
前
後
)
も
ほ
と
ん
ど
変
わ

ら
な
い
。
「
阜
の
実
」
の
も
う

一
つ
の

売
り
も
の
は
朝
合
摂
さ
ん
の
表

紙
。
十
号
ま
で
は
会
員
の
絵
、

十
一
号
か
ら
朝
合
さ
ん
に
頼
ん

四
十
年
、
四
百
号
の
凄
さ

ろ
レ
い
で
し
ょ
う
か
、
と
お
そ

る
お
そ
る
伺
、
2
の
だ
け
れ
ど
、

ど
う
ぞ
と
、
笑
っ
て
い
ら
っ
レ

や
る
わ
」
機
関
抵
作
り
は
大
変
で
し
ょ

う
と
よ
く
い
わ
れ
る
が
、
「
〈
草

の
実
〉
は
原
稿
の
集
ま
り
が
よ

く
て
、
そ
の
面
の
苦
労
は
ま
っ

た
く
ナ
シ
。
な
に
し
ろ
勉
強
す

色
、
会
員
一
人
一
人
に
編
集
権

が
あ
る
と
い
う
考
え
で
す
」
。

社
会
を
も
っ
と
住
み
よ
く
、

家
庭
を
幸
せ
に
、
と
悲
し
た
こ

の
会
。
会
長
も
代
表
も
な
し
の

平
等
な
組
織
。
一
人
ひ
と
り
が

考
え
グ
ル
ー
プ
毎
に
話
し
あ

い
、
グ
ル
ー
プ
代
表
が
討
議
し

て
決
め
る
。
全
員
納
得
の
も
と

6
2
B、
0
0
0
円

オランダ
スウェーデン
デンマーク

さ元 主主r
ん NfE司

山哲
特措奇吉

井丹
つ組事董
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畠
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髭;;Eの東芝TOSHIBA 
私
た
ち
は
、
三
重
県
鈴
鹿
市

の
鈴
鹿
厚
生
病
院
(
精
神
科
病

院
)
に
勤
め
る
看
護
婦
で
す
。

乙
の
病
院
で
夜
勤
中
、
看
護
士

に
よ
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
が
続
出
。
加
筈
者
、

上
司
、
労
組
に
解
決
宇
働
き
か

ツを見る。

ヱルディを見る。

る全く振しい纏艇を待ったテレビが箇盆します

，. 
や見ごたえb2i&にします

ど色。 ~II み合わせてお畿しみくたさい

を険し幽すtj主.従も付いて

』れからのテレどはタフルウインドウが麗8くします

た
。
払
い
の
け
ま
し
た
が
驚
き

と
惑
ろ
し
さ
で
声
も
出
ま
せ
ん

で
し
た
。
他
の
一
看
護
婦
た
担
老

同
じ
よ
う
な
こ
と
を
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
わ
か
阜
草
し
た
。

病
棟
主
歪
に
芭
っ
て
も
何
の

対
応
も
什
寺
d

、
病
院
の
官
理
者

な
く
5
月
同
日
、
裁
判
提
訴
に

至
皐
品
し
た
。

労
組
に
も
相
鮫
し
ま
し
た
が

「
被
害
者
も
組
合
員
な
ら
加
害

者
も
組
合
旦
と
動
乙
う
と
も

レ
ま
せ
ん
。
「
そ
ん
な
こ
と
ぐ

ら
い
で
」
「
女
に
す
ぎ
が
あ
っ

た
か
ら
」
の
中
傷
も
あ
り
ま
す
。

わ
た
し
ど
も
は
こ
の
裁
判
亭
厳

い
ぬ
き
、
泣
き
寝
入
り
し
て
い

る
女
が
一
人
で
も
滅
り
、
男
女

共
に
安
心
し
て
一
働
け
る
職
場
を

作
る
と
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

O
「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
#
評
さ
な
い
会
」
結
成

単
備
蚕
員
会
よ
び
か
け
人
、

川
西
八
量
子
、
宮
崎
津
美
。
鈴

鹿
市
十
宮

3
l
u
m官
/

F

a
x
Q
b
u
X
0
・
Q
5
・9

スデス
つンウ
エマエ

アクデ

ニノ

i習
性 元主

老 I I ~
人月 色

PE人
↑占企
ブ国 理主

?宮署
t哩察
;e旅
i白行
視 O

察 B
円

A
M
Aら
い
ふ
引
の
地
域
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
中
央
線
沿
線
八
宝
口

問
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
き
っ

け
に
生
ま
れ
た
。
司
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
、
武
蔵
野
市
か
ら
八
王
手

市
ま
で
J
R中
央
線
沿
線
八
市

の
市
民
グ
ル
ー
プ
が
、
「
多
摩

を
ひ
ら
こ
う
、
女
性
の
力
で
」

を
チ
1
7に
、
九
月
か
ら
十
一

月
に
か
ゆ
各
地
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
や
多
摩
評
径
の
女
性
作
家
絵

画
展
な
ど
を
繰
り
広
げ
れ
も

締
め
く
く
り
の
報
告

・
交
流

会
で
「
こ
の
ま
ま
終
わ
る
の
は

残
念
。
継
続
し
た
活
動
を
」
と

話
し
合
い
、
多
摩
議
に
呼
び

か
け
た
ネ
グ
ト
ワ

l
ク
作
り

と
、
活
動
の
拠
点
と
な
る
都
立

第
一
期
役
員
た
ち
。
左
端
が
代
表
の
摘
杢
O
九

さ
富
山
幸
官
品
親
睦
疹
深
め
た
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草
の
実
会
の
機
関
誌
「
草
の

実
」
が
、
こ
の
八
月
号
で
四
百

号
を
迎
え
る
。
一
九
五
五
年
、

会
が
ス
タ
ー
ト
し
て
以
来
、
月

刊
で
(
年
十
回
)
、

一回
も
欠

け
る
こ
と
な
く
出
し
つ
づ
け
て

四
十
年
と
い
う
の
は
何
と
い
っ

て
も
す
ご
い
。

「
な
に
し
ろ
、
会
が
正
式
発

足
す
る
前
に
機
関
誌
が
出
来
ち

ゃ
っ
た
ん
で
す
か
ら
」
。
四

百
号
の
編
集
作
業
を
し
な
が
ら

編
集
部
の
熊
井
さ
ん
、
影
山
さ

ん
、
石
崎
さ
ん
ら
が
笑
い
な
が

ら
い
う
。
み
な
、
四
十
年
、

三

十
九
年
と
、
本
職
ハ
ダ
シ
の
キ

ャ
リ
ア
で
あ
る
。

が
、
会
よ
り
先
に
機
関
誌
と

に
、
供
職
法
、
安
保
、
核
廃
絶
、

護
憲
、

P
K
O法
反
対
と
、
さ

ま
ざ
事
よ
運
動
に
と
り
く
み
、

声
を
あ
げ
て
き
た
。
そ
う
し
た

あ
ゆ
み
も
「
阜
の
実
」
に
し
っ

か
り
記
録
さ
れ
て
い
る
。

草
の
実
会
は
地
域
と
と
の
グ

ル
ー
プ
を
基
京
に
、
テ
!
?
(
平

印
刷
を
お
願
い
し
た
印
刷
所
の

方
に
イ
ロ
ハ
か
ち
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
」

「は
じ
め
の
ζ
ろ

編
集
部
は
十
五
人
も
い
て
、
多

す
ぎ
て
ニ
斑
に
分
問
、
隔
月
に

編
集
を
担
当
し
た
り
し
ま
し

た」
そ
の
後
、
会
員
が
高
齢
化
レ

だ。

「ひ
と
と
き
」
執
筆
者
だ

げ
で
な
く
、
誰
で
も
入
会
を
受

け
つ
り
て
い
る
が
、
会
員
の
数

の
伸
ひ
悩
み
が
つ
づ
く
。
「
世

の
中
の
己
弁
湊
」
ま
じ
め
に
一
生

懸
命
に
考
え
る
人
が
減
っ
た
の

四
百
号
の
編
集
、
担
当
は
第

五
グ
ル
ー
プ
(
中
野
、
杉
並
居

住
者
)
だ
が
、
「
こ
の
グ
ル
ー

プ
は
普
か
ら
の
人
が
多
く
、
十

三
人
中
、
八
人
が
八
+
歳
以
よ

な
の
」

ジ
。
特
集
は
住
井
す
ゑ
さ
ん
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
。

財
政
難
か
ち
「
草
の
き
は

来
年
度
か
ら
隔
月
刊
に
す
る

か
、
ペ
ー
ジ
数
を
へ
ら
し
で
も

月
刊
を
つ
づ
け
る
か
、
今
激
論

中
だ
そ
う
だ
が
、

「
ど
ん
な
彩
に
な
っ
て
も
止

め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん

ね
り
改
憲
、
有
事
立
法
、
全
く

危
う
い
政
治
状
況
で
す
。
政
府

は
ク
ル
ク
ル
か
わ
る
。
行
動
し

て
主
抗
議
し
て
も
、
新
聞
に
は

一
行
も
の
-
ら
な
い
。
自
分
た
ち

の
機
関
誌
で
訴
え
る
し
か
な
い

じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

「
子
供
ち
に
平
和
な
住
み
や

す
い
世
を
践
し
た
い
と
思
っ
た

の
に
、
世
は
逆
行
。
い
く
ら

や
っ
て
も
ダ
メ
じ
ゃ
な
い
?
と

い
う
方
に
は
、
運
動
し
て
い
る

か
ら
こ
の
程
度
で
す
ん
で
い
る

の
よ
と
い
っ
て
い
ま
す
。
死
ぬ

ま
で
ゃ
め
ち
れ
な
い
わ
ね
」

「
草
の
実
」

H
定
価
4
0
0

円
連
絡
草
の
実
会
官
邸
-

qυququ勺
f

・η
f

向4
。，向。
ι

ラ
ス
メ
ン
ト
を
許
さ
な
い
会
」

#
結
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
全
国
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
仲

間
に
入
っ
て
応
援
し
て
下
さ

も

ν
問
題
が
起
き
た
の
は
、
男
子

閉
鎖
病
棟
で
す
。
こ
の
病
僚
の

害
者
の
転
勤
を
要
求
、
安
心
し

て
働
け
る
職
場
に
し
て
ほ
し
い

と
一
言
い
ま
し
た
が
「
彼
は
こ
の

病
院
に
必
要
な
人
材
」
と
聞
き

い
れ
ま
せ
ん
。

4
月
に
病
棟
の
勤
務
交
代
が

あ
り
、
被
害
者

Q
Xと
同
調
者

奇襲_.
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安帝 f、来斤匹将国公き

みんなのベ ジです。言いたいこと申、知らせたい

ことが晶ったら、ど九どん投稿して下さい。

電話 03(3343)1846
編集部 l

FAX 03(3348)1890 

」

ソ
ニ

l
の

警官隊の導入に怒る

相
、
老
人
問
題
な
ど
)
毎
の
グ

ル
ー
プ
と
両
輪
で
活
動
し
て
い

る
。
ス
タ
ー
ト
の
時
か
ち
機
関

誌
を
編
集
す
る
グ
ル
ー
プ
〈
編

集
部
〉
が
で
き
た
。

「
も
ち
ろ
ん
、
何
を
ど
う
す

れ
ば
編
集
で
き
る
か
全
く
わ
か

ち
な
い
し
ろ
う
と
の
集
ま
り
。

亡
く
な
る
人
も
あ
り
、
編
集
部

員
も
減
っ
た
。
今
は
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
持
ち
回
り
塑
集
に
し
、

編
集
部
員
が
一
し
ょ
に
編
集
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。
「
編
集

部
貝
?
六
人
に
な
り
ま
し
た
。

実
働
四
人
。」

。

草
の
実
会
の
悩
み
は
高
齢
化

!全員編集者の草の実会|
ね
」
「
読
む
と
と
が
好
き
な
人

も
掠
っ
た
。
若
い
人
に
〈
阜
の

突
〉
を
見
せ
て
も
、
む
ず
か
し

い
と
い
わ
れ
た
り
し
て
、
思
わ

ず
、
ど
こ
が
む
ず
か
し
い
の
?

と
言
っ
た
り
・
」

編
集
部
も
含
め
平
均
七
十
歳

強
?
だ
が
、
キ
ビ
キ
ビ
、
に
ぎ

や
か
に
編
集
作
業
が
進
ん
で
い

た
。
「
志
」
と
「
情
熱
じ
に
年

齢
な
ど
金
支
関
係
な
い
主
忘

み
に
四
百
号
は
倍
大
に
噌
ぺ

1

看
護
士
に
よ
る
加
害
続
出

三
重
県
鈴
鹿
市
の
鈴
鹿
厚
生
病
院
で

女を、微妙にする香り
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記
録
の
一一-A

覧
表
作
り

戦
時
下
勤
労
動

員

少

女

の

会

本
年
末
に
刊
行
へ

来
年
は
敗
戦
五
十
年
一
だ
日
町
、
こ
戸
じ
は
学
徒
動
労
動
員
の
五
十
年
で
も
あ
る
。
盟
業
も
捨
て

工
場
安
奇
酪
な
労
働
働
会
当
時
の
少
哀
ル
ち
の
問
て
勤
労
動
員
の
目白銀
を
作
る
ケ
ー

ス
が
こ
ご
数
年
目
立
っ
て
い
る
。
こ
か
り
の
記
録
の
大
半
が
、
当
事
者
た
ち
の
私
奉

B
U需
L

知
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
体
験
者
ど
戸
νの
交
涜
も
な
い
。
こ
れ
官
ほ
あ
串
官
り
に
惜
し
い
、
せ

め
て
配
録
の

一
覧
表
吾
作
る
?
と
い
キ
撲
が
「
戦
時
下
勤
労
動
員
少
女
の
会
」
の
手
で
す
す

め
ら
れ
て
い
る
。
な
ん
介
炉
、
こ
宇
レ
の
士
一
月
八
日
ま
で
日
ほ
刊
行
し
た
い
介
螺
舗
の
作
業

中
の
同
会
の
メ
ン
バ

i
a日
ね
て
み
え

「
勤
者
動
員
少
女
の
会
」
(
発

起
人
代
表
、
坂
口
郁
さ
ん
)
は
、

一
九
九
一
年
の
十
二
月
八
日
に

ス
タ
ー
ト
し
た
。
た
ま
た
ま
こ

の
年
、
勤
労
動
員
の
こ
ろ
の
記

録
を
刊
行
し
た
四
つ
の
学
校
の

七
人
の
京
性
が
顔
を
あ
わ
せ

た
。
ほ
と
ん
ど
が
初
対
面
の
一
集

ま
り
だ
っ
た
が
共
通
の
体
験
、

思
い
に
、
十
年
の
知
己
の
よ
う

に
話
し
あ
っ
た
。

七
人
が
記
録
刊
行
を
思
い
た

っ
た
の
は
、
乙
の
苛
酷
な
体
験

が
単
な
る
戦
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

し
て
忘
れ
去
ら
れ
た
く
な
い
と

寸
i
i
F

い
う
こ
と
だ
っ
た
。
強
制
的
に

学
業
#
揺
で
去
色
れ
、
兵
器
作

り
な
ど
の
盟
労
働
に
従
事
レ

た
o
十
三
、
四
歳
の
少
女
が
三

交
替
制
の
深
夜
労
働
に
従
事
し

た
り
、
笠
鰻
平
艦
砲
射
躍
で
ク

ラ
ス
メ
ー
ト
を
失
っ
た
ケ
1
ス

も
多
い
。
こ
ん
な
体
験
を
「
戦

争
だ
か
ら
生
万
な
か
っ
た
」
の

一
言
で
片
づ
り
ら
れ
た
く
な
か

っ
た
。
そ
し
て
こ
包
辛
い
体
験

を
後
世
に
語
り
つ
ぐ
と
と
が
反

戦
・
平
和
に
つ
な
が
る
と
考
え

た
七
人
が
こ
ん
な
思
い
を
話
し

与や

あ
う
う
ち
、
自
分
た
ち
以
外
に

も
同
じ
考
え
の
人
が
多
い
は

ず
、
と
そ
の
年
の
十
二
月
八
日

(
太
平
津
戦
争
開
始
の
日
)
に
、

戦
中
、
女
学
校
に
行
っ
て
い
て

勤
労
動
員
さ
れ
た
経
惨
伊
持
つ

女
性
た
ち
の
集
い
を
持
つ
プ
ラ

ン
が
と
び
出
し
た
。

何
A
A
集
ま
る
か
、
見
当
も
つ

か
な
か
っ
た
が
、
予
想
以
上
の

八
十
五
人
が
集
ま
っ
た
。
今
、

即
り
上
っ
た
ば
か
り
の
記
録
を

侍
っ
て
新
潟
か
ち
参
加
し
た
人

も
あ
り
、
み
な
を
感
激
さ
せ
た
。

共
通
の
体
験
を
語
る
人
、
記
録

作
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
聞
く
入
、

時
閣
が
た
り
な
い
く
ら
い
だ
っ

た
。
こ
の
八
十
五
人
の
人
び
と

を
手
が
か
り
に
、
情
報
を
集
め
、

記
録
集
め
の
収
集
、
リ
ス
ト
作

り
が
始
ま
っ
た
。

デ
ー
タ
を
集
め
る
う
ち
、
ひ

と
く
ち
に
勤
労
動
員
と
い
っ
て

も
、
各
地
各
校
で
状
況
が
非
常

に
ち
が
う
乙
と
が
わ
か
っ
た
。

勤
労
動
員
は
一
九
四
四
年

(
昭
凶
)
か
ち
始
ま
り
、
高
、

専
生
、
中
、
女
学
校
の
四
年
生

以
よ
だ
っ
た
が
、
敗
戦
の
年
に

は
、
中
、
事
校
、
高
等
国
民

学
校
の
二
年
生
も
行
っ
て
い
た

と
い
う
の
が
一
般
的
な
常
織
。

し
か
レ
一
つ
一
つ
状
況
を
開
く

と
、
二
年
生
で
も
動
員
さ
れ
な

い
と
乙
ろ
、

一
年
生
で
も
毎
日

ら
ん
顔
だ
っ
た
と
い
う
o

集
っ
て
い
る
全
国
記
録
集
は
約

記
録
の
作
り
方
は
丁
寧
で
、
六
十
冊
。

単
な
る
思
い
出
文
集
で
な
く
、
「
会
」
で
は
、
会
と
ま
だ
連

動
員
さ
れ
た
工
場
な
ど
、
現
地
絡
が
つ
い
て
な
く
て
す
で
に
記

や
関
係
者
を
訪
ね
、
取
材
す
る
録
集
を
作
っ
て
い
る
と
乙
ろ

な
ど
力
作
が
多
い
。
同
時
に
、
は
、
連
絡
を
と
よ
び
か
け
て
い

資
料
集
め
に
母
校
に
行
っ
て
、
る
。
ま
た
、
ま
だ
記
録
の
な
い

あ
ま
り
資
料
の
少
な
い
の
に
び
学
校
に
、
戦
争
の
体
駒
田
宮
を
残
す

つ
く
り
。
学
校
史
に
記
述
が
金
た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら
で
も
作

く
な
い
の
に
気
づ
い
た
り
、
工
る
さ
つ
に
と
勧
め
て
い
る
。

場
で
空
四
四
で
死
ん
だ
人
が
、
学
「
戦
時
下
勤
労
動
員
少
女
の

校
の
記
録
で
「
思
学
」
に
な
っ
会
」

干
削
東
京
都
世
田
谷
区
桜

て
い
る
の
を
発
見
、
憤
慨
し
た
よ
水
四
一
一
四
O
四

人

も

い

る

。

坂

口

都

さ

ん

宮

ω・
3
ヨ
日
。

現
在
、
「
会
」
に
デ
i
タ
が
・

0
4
0
3

oaZ童
話
器
量
万
必
要
n
a
Z君
主
若
者
詰
霊
童
話
Z
Z
Z語放
ZZZQ草
苦
告
書
量
産
z
z
z
e
z詩
語
草
azam草
草
若
草
Z
Z話
器
語
主
宰
車
若
草
草
書
草
書
主
宰
辛
苦

年
四
回
以
上
、
会
報
を
年
二
回

v凶
凶
‘

A

・A
-

A

』

宝

、

、

-
a
'
p
・a・
台

司

戸

川

園

、

発

行
し
て
い
く
。
「
そ
れ
ぞ
れ

芳
生
相
会
広
実
証
明
〈
持
諮問訪れ

I
I
I
l
l
-
B
I
l
l
-

総
体
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
な
る

凶

ヨ

嬰

割

自

固

と

い

う
よ
う
な
柔
軟
な
考
え
方

出
E
E閉
山
M
U島
匹

掴

で

。
緩
や
か
な
関
係
づ
く
り
を

i
l
IJ

目
指
し
て
い
る
」
と
言
う
。

女
性
セ
ン
タ
ー
の
多
摩
地
域
建
参
加
者
か
ら
は
「
行
政
が
主

援
を
目
僚
に
し

ζ
ア
ピ
ー
ル
」
導
罪
持
つ
の
か
、
ど
う
か
」
、

を

探

摂

し

た

。

「

役

員

体

制

で

進

め

る

の

で

な

「
ア
ピ
ー
ル
」
を
具
体
化
し
く
、
各
地
域
か
色
出
し
た
運
営

ょ
う
と
、
十
二
月
に
は
実
行
委
委
員
と
と
も
に
、
風
酒
し
の
良

員
A
手
中
心
と
す
る
三
十
七
名
い
組
織
作
り
を
」
、
「
活
動
の

で
担
備
委
員
会
を
結
成
、
毎
月
中
に
若
い
人
を
」
な
ど
、
活
発

二
回
の
会
合
や
合
宿
を
量
ね
て
な
意
見
が
あ
い
つ
い
だ
。

き

た

。

役

員

に

は

、

代

表

に

橋

本

文

設
立
総
会
に
は
、
多
摩
の
広
子
さ
ん
(
日
野
市
)
、
副
代
表

範
囲
の
地
域
か
色
、
女
性
た
ち
に
遠
藤
真
子
さ
ん
(
八
王
子

約
六
十
名
が
参
加
、
会
則
案
・
市
)
、
高
田
誠
子
さ
ん
(
武
蔵

活
動
計
画
案
の
説
明
と
承
認
、
野
市
)
ら
が
決
ま
り
、
橋
本
さ

役
員
選
出
等
が
行
わ
れ
た
。

ん
は
「
寂
立
を
き
っ
か
け
に
、

活
動
計
闘
の
主
な
内
容
は
、
た
く
さ
ん
の
女
性
た
ち
の
参
加

男
女
共
生
益
事
実
現
と
、
活
を
期
待
し
て
い
る
」
台
譲
拶
し

動
拠
点
と
な
る
都
立
女
性
セ
ン
た
。

タ
ー
の
多
摩
地
域
建
設
を
推
「
多
廓
女
性
ネ
ッ
ト
」
へ
の

進
、
女
性
存
政
の
地
域
格
差
是
参
加
は
個
人
で
、
年
会
賞
千
円
。

正
の
働
き
か
け
、
行
政
と
の
痩
一
こ
の
目
だ
け
で
約
三
十
人
の
参

拠
、
女
性
問
題
解
決
の
た
め
の
加
が
あ
り
、
来
年
三
月
ま
で
に

学
習
・
踊
査

・
研
究
活
動
な
三
百
名
の
加
入
を
目
桓
レ
、
今

ど

。

後

各

市

町

村

に

も

広

く

呼

び

か

-
一
耳
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
初
年
け
て
い
く
と
言
、
つ
。

度
、
間
以
も
力
#
入
れ
て
い
る
活
第
二
部
で
は
、
相
互
の
親
睦

動
は
各
地
域
聞
の
情
報
交
換
、
を
は
か
る
た
め
の
交
一
流
会
が
、

交
流
で
、
こ
の
た
め
定
例
会
を
な
ご
や
か
に
行
わ
れ
た
。

工
場
に
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
と

バ
ラ
バ
ラ
。
近
南
の
工
場
だ
け

で
な
く
、
宮
城
県
の
女
学
生
は

親
も
と
キ
」
離
れ
速
く
神
奈
川
で

働
か
さ
れ
て
い
る
。
と
一思
う
と
、

母
校
の
教
宰
亦
工
場
と
な
り
作

業
し
た
ケ
1
ス
も
あ
る
。
北
海

道
は
農
家
に
泊
り
乙
ん
で
農
業

支
援
が
多
い
。

ず
い
分
早
く
記
録
集
を
作
っ

た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
ゆ
」
乙
数

年
の
制
作
が
多
い
。
子
育
て
も

終
わ
り
還
暦
を
迎
え
る
こ
ろ
に

な
っ
て
余
裕
も
で
き
て
と
い
う

と
と
が
多
い
よ
う
だ
。

男
子
校
よ
り
女
子
校
が
断
然

多
い
。
こ
れ
は
、
戦
争
に
対
す

る
と
だ
わ
り
方
が
女
性
m
Z万

に

東

京

・
多
摩
地
域
三
十
二
市

強
い
と
い
う
こ
と
。
女
性
の
堀
町
村
の
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

合
、
核
当
の
年
ご
ろ
の
人
は
ほ
し
て
「
多
摩
女
性
ネ
γ
ト
ワ

l

ぽ
全
部
、
工
場
に
行
か
さ
れ
て
ク
」
が
結
成
さ
れ
、
二
日
、
府

い
る
が
、
男
性
は
学
校
に
残
っ
中
市
の
多
摩
宍
流
セ
ン
タ
ー
で

て
工
場
に
行
く
ほ
か
に
、
守
一
害
総
会
が
語
れ
た
。

で
陸
軍
幼
軍
学
校
、
海
兵
予
科
、
「
多
摩
女
性
τ

一
不
ッ
ト
」
は
、

予
科
練
な
ど
に
行
く
温
が
あ
り
多
摩
地
域
の
翠
京
移
管
百
周
年

体
験
が
一
本
に
な
ち
な
い
。
そ
を
記
念
し
、
昨
年
待
わ
れ
た
T

れ
ぞ
れ
「
自
分
の
方
が
大
変
だ
一

時
E

っ
た
」
と
い
う
言
い
分
が
あ
る

一白

ょ
う
だ
と
い
う
。
そ
れ
に
、
戦
一

帯

後
、
も
う
一
度
学
校
に
復
学
、
一

昨

上
級
学
校
へ
進
ん
だ
人
も
多

一
穂

E

い
。
そ
乙
へ
行
く
と
女
性
は
上
一
回

級
学
校
へ
進
学
で
き
る
な
ど
少
一

『

数
の
明
記
草
れ
た
人
。

工
場
で
働
一
開

い
て
い
る
う
ち
学
校
が
終
わ
っ
一

明

た
感
じ
で
H

恨
み
d

は
深
い
。
一

棚
、

特
に
と
だ
わ
っ
て
い
る
の
一
守
〕

は
、
昭
和
三
十
年
三
月
に
四
年
一

P
L

生
で
女
学
校
を
卒
業
し
た
人
。
一

蜘

国
の
一
都
合
で
通
常
よ
り
一
年
早
一
明

く
学
校
を
追
い
出
さ
れ
、
卒
業
一

し
で
も
そ
の
ま
ま
工
場
で
働
か
一

さ
れ
、
敗
戦
で
放
り
出
さ
れ
た

2

学
校
も
工
場
も
関
係
な
い
と
知

韓式全社ホライゾン掛川町A制 irii明日柏市，
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ス
ウ
工
|
デ
ン

・
ノ
ル
ウ
ェ
ー

女
性
・
福
祉
・
政
治
視
察
旅
行

こ
の
旅
行
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
器
量
宇
の
軍
事
運
動
、
位

車
(
投
票
草
叩
鬼
)
在
視
軍
す
る
と
と
も
に
、
北
敵
で
女

性
の
社
会
進
出
を
ど
の
よ
う
に
推
進
し
、
福
祉
制
度
在
支

え
て
き
た
廿
命
令
宇
び
ま
す
。

例
年
巴
月
刊
日
i
引
臼
(
叩
泊
目
日
間
)

は
?戦
後
、
朝
日
新
聞
の
「
ひ
と

と
き
」
欄
の
創
設
は
、
戦
後
の

新
聞
史
に
残
る
N

快
挙
μ

だ
っ

た
。
は
じ
め
て
発
言
の
場
を
与

え
ら
れ
た
女
た
ち
は
、
思
い
の

た
け
を
ぶ
つ
け
た
。
苦
し
い
薯

ち
し
の
と
と
、
平
和
へ
の
思
い

ー
ー
。
自
分
の
文
が
採
用
さ
れ

た
乙
と
を
曹
ぴ
、
ほ
か
の
人
の

文
章
に
熱
い
共
感
を
抱
い
た
。

俊
樹
者
ど
う
し
話
し
あ
い
た

い
と
い
う
声
が
起
き
、
発
起
人

が
括
し
あ
っ
た
の
が

一
九
五
五

年
一
月
。
こ
の
と
き
「
草
の
実
」

の
名
称
が
で
き
、
よ
び
か
け
の

ハ
ガ
キ
を
配
る
と
た
ち
ま
ち
一
一

百
五
十
人
が
入
会
希
望
。
地
域

毎
に
グ
ル
ー
プ
舟
」
作
り
話
し
あ

う
う
ち
、
機
関
誌
作
り
の
話
が

出
、
五
月
に
は
も
う
創
刊
号
が

出
た
。
そ
の
あ
と
、
六
月
十
二

日
に
設
立
記
念
。
「
そ
の
日
に

〈
阜
の
実
〉
を
渡
し
ま
し
た
」

「
私
川
崎
、
も
ら
っ
て
び
っ
く
り

し
た
の
覚
え
て
い
る
わ
」

タ
イ
プ
刷
り
A
5判
印
円
だ

だ
。
は
じ
め
は
一
年
毎
に
新
し

い
絵
を
描
い
て
も
ら
っ
て
い
た

が
P

財
政
上
d

と
の
と
と
ろ
ず
っ

と
同
じ
絵
。
「
何
十
年
に
な
る

か
し
ら
。
も
う
〈
草
の
実
〉
の

表
紙
は
、
こ
の
絵
以
外
考
え
ら

れ
な
い
ほ
ど
。
朝
倉
先
生
に
は

申
し
わ
り
な
く
て
、
時
々
、
も

う
少
レ
、
使
わ
せ
て
頂
い
て
よ

る
こ
と
、
書
く
こ
と
、
し
ゃ
べ

る
こ
と
が
好
き
な
人
の
集
ま

り
。
年
を
と
っ
て
少
々
足
腰
が

痛
ん
で
も
、
書
く
と
と
は
大
丈

夫
。
だ
か
ち
つ
づ
く
の
だ
、
と

思
い
ま
す
」

編
集
の
H

き
ま
円
〆
は
来
た

原
稿
は
全
部
の
せ
る
と
い
う
こ

と
だ
け
。
「
会
員
の
雑
誌
だ
か

機
関
誌
「
草
の
実
」

学

び

、

考

え

、

書

き

つ

づ

け

て

っ
た
。
タ
イ
プ
が
活
版
に
な
り
、

と
い
う
変
化
は
あ
っ
た
が
、
ス

タ
イ
ル
も
ペ
ー
ジ
数
(
現
在
は

部
門
前
後
)
も
ほ
と
ん
ど
変
わ

ら
な
い
。
「
阜
の
実
」
の
も
う

一
つ
の

売
り
も
の
は
朝
合
摂
さ
ん
の
表

紙
。
十
号
ま
で
は
会
員
の
絵
、

十
一
号
か
ら
朝
合
さ
ん
に
頼
ん

四
十
年
、
四
百
号
の
凄
さ

ろ
レ
い
で
し
ょ
う
か
、
と
お
そ

る
お
そ
る
伺
、
2
の
だ
け
れ
ど
、

ど
う
ぞ
と
、
笑
っ
て
い
ら
っ
レ

や
る
わ
」
機
関
抵
作
り
は
大
変
で
し
ょ

う
と
よ
く
い
わ
れ
る
が
、
「
〈
草

の
実
〉
は
原
稿
の
集
ま
り
が
よ

く
て
、
そ
の
面
の
苦
労
は
ま
っ

た
く
ナ
シ
。
な
に
し
ろ
勉
強
す

色
、
会
員
一
人
一
人
に
編
集
権

が
あ
る
と
い
う
考
え
で
す
」
。

社
会
を
も
っ
と
住
み
よ
く
、

家
庭
を
幸
せ
に
、
と
悲
し
た
こ

の
会
。
会
長
も
代
表
も
な
し
の

平
等
な
組
織
。
一
人
ひ
と
り
が

考
え
グ
ル
ー
プ
毎
に
話
し
あ

い
、
グ
ル
ー
プ
代
表
が
討
議
し

て
決
め
る
。
全
員
納
得
の
も
と

6
2
B、
0
0
0
円

オランダ
スウェーデン
デンマーク

さ元 主主r
ん NfE司
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髭;;Eの東芝TOSHIBA 
私
た
ち
は
、
三
重
県
鈴
鹿
市

の
鈴
鹿
厚
生
病
院
(
精
神
科
病

院
)
に
勤
め
る
看
護
婦
で
す
。

乙
の
病
院
で
夜
勤
中
、
看
護
士

に
よ
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
が
続
出
。
加
筈
者
、

上
司
、
労
組
に
解
決
宇
働
き
か

ツを見る。

ヱルディを見る。

る全く振しい纏艇を待ったテレビが箇盆します

，. 
や見ごたえb2i&にします

ど色。 ~II み合わせてお畿しみくたさい

を険し幽すtj主.従も付いて

』れからのテレどはタフルウインドウが麗8くします

た
。
払
い
の
け
ま
し
た
が
驚
き

と
惑
ろ
し
さ
で
声
も
出
ま
せ
ん

で
し
た
。
他
の
一
看
護
婦
た
担
老

同
じ
よ
う
な
こ
と
を
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
わ
か
阜
草
し
た
。

病
棟
主
歪
に
芭
っ
て
も
何
の

対
応
も
什
寺
d

、
病
院
の
官
理
者

な
く
5
月
同
日
、
裁
判
提
訴
に

至
皐
品
し
た
。

労
組
に
も
相
鮫
し
ま
し
た
が

「
被
害
者
も
組
合
員
な
ら
加
害

者
も
組
合
旦
と
動
乙
う
と
も

レ
ま
せ
ん
。
「
そ
ん
な
こ
と
ぐ

ら
い
で
」
「
女
に
す
ぎ
が
あ
っ

た
か
ら
」
の
中
傷
も
あ
り
ま
す
。

わ
た
し
ど
も
は
こ
の
裁
判
亭
厳

い
ぬ
き
、
泣
き
寝
入
り
し
て
い

る
女
が
一
人
で
も
滅
り
、
男
女

共
に
安
心
し
て
一
働
け
る
職
場
を

作
る
と
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

O
「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
#
評
さ
な
い
会
」
結
成

単
備
蚕
員
会
よ
び
か
け
人
、

川
西
八
量
子
、
宮
崎
津
美
。
鈴

鹿
市
十
宮

3
l
u
m官
/

F

a
x
Q
b
u
X
0
・
Q
5
・9

スデス
つンウ
エマエ

アクデ

ニノ

i習
性 元主

老 I I ~
人月 色

PE人
↑占企
ブ国 理主

?宮署
t哩察
;e旅
i白行
視 O

察 B
円

A
M
Aら
い
ふ
引
の
地
域
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
中
央
線
沿
線
八
宝
口

問
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
き
っ

け
に
生
ま
れ
た
。
司
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
、
武
蔵
野
市
か
ら
八
王
手

市
ま
で
J
R中
央
線
沿
線
八
市

の
市
民
グ
ル
ー
プ
が
、
「
多
摩

を
ひ
ら
こ
う
、
女
性
の
力
で
」

を
チ
1
7に
、
九
月
か
ら
十
一

月
に
か
ゆ
各
地
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
や
多
摩
評
径
の
女
性
作
家
絵

画
展
な
ど
を
繰
り
広
げ
れ
も

締
め
く
く
り
の
報
告

・
交
流

会
で
「
こ
の
ま
ま
終
わ
る
の
は

残
念
。
継
続
し
た
活
動
を
」
と

話
し
合
い
、
多
摩
議
に
呼
び

か
け
た
ネ
グ
ト
ワ

l
ク
作
り

と
、
活
動
の
拠
点
と
な
る
都
立

第
一
期
役
員
た
ち
。
左
端
が
代
表
の
摘
杢
O
九

さ
富
山
幸
官
品
親
睦
疹
深
め
た
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草
の
実
会
の
機
関
誌
「
草
の

実
」
が
、
こ
の
八
月
号
で
四
百

号
を
迎
え
る
。
一
九
五
五
年
、

会
が
ス
タ
ー
ト
し
て
以
来
、
月

刊
で
(
年
十
回
)
、

一回
も
欠

け
る
こ
と
な
く
出
し
つ
づ
け
て

四
十
年
と
い
う
の
は
何
と
い
っ

て
も
す
ご
い
。

「
な
に
し
ろ
、
会
が
正
式
発

足
す
る
前
に
機
関
誌
が
出
来
ち

ゃ
っ
た
ん
で
す
か
ら
」
。
四

百
号
の
編
集
作
業
を
し
な
が
ら

編
集
部
の
熊
井
さ
ん
、
影
山
さ

ん
、
石
崎
さ
ん
ら
が
笑
い
な
が

ら
い
う
。
み
な
、
四
十
年
、

三

十
九
年
と
、
本
職
ハ
ダ
シ
の
キ

ャ
リ
ア
で
あ
る
。

が
、
会
よ
り
先
に
機
関
誌
と

に
、
供
職
法
、
安
保
、
核
廃
絶
、

護
憲
、

P
K
O法
反
対
と
、
さ

ま
ざ
事
よ
運
動
に
と
り
く
み
、

声
を
あ
げ
て
き
た
。
そ
う
し
た

あ
ゆ
み
も
「
阜
の
実
」
に
し
っ

か
り
記
録
さ
れ
て
い
る
。

草
の
実
会
は
地
域
と
と
の
グ

ル
ー
プ
を
基
京
に
、
テ
!
?
(
平

印
刷
を
お
願
い
し
た
印
刷
所
の

方
に
イ
ロ
ハ
か
ち
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
」

「は
じ
め
の
ζ
ろ

編
集
部
は
十
五
人
も
い
て
、
多

す
ぎ
て
ニ
斑
に
分
問
、
隔
月
に

編
集
を
担
当
し
た
り
し
ま
し

た」
そ
の
後
、
会
員
が
高
齢
化
レ

だ。

「ひ
と
と
き
」
執
筆
者
だ

げ
で
な
く
、
誰
で
も
入
会
を
受

け
つ
り
て
い
る
が
、
会
員
の
数

の
伸
ひ
悩
み
が
つ
づ
く
。
「
世

の
中
の
己
弁
湊
」
ま
じ
め
に
一
生

懸
命
に
考
え
る
人
が
減
っ
た
の

四
百
号
の
編
集
、
担
当
は
第

五
グ
ル
ー
プ
(
中
野
、
杉
並
居

住
者
)
だ
が
、
「
こ
の
グ
ル
ー

プ
は
普
か
ら
の
人
が
多
く
、
十

三
人
中
、
八
人
が
八
+
歳
以
よ

な
の
」

ジ
。
特
集
は
住
井
す
ゑ
さ
ん
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
。

財
政
難
か
ち
「
草
の
き
は

来
年
度
か
ら
隔
月
刊
に
す
る

か
、
ペ
ー
ジ
数
を
へ
ら
し
で
も

月
刊
を
つ
づ
け
る
か
、
今
激
論

中
だ
そ
う
だ
が
、

「
ど
ん
な
彩
に
な
っ
て
も
止

め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん

ね
り
改
憲
、
有
事
立
法
、
全
く

危
う
い
政
治
状
況
で
す
。
政
府

は
ク
ル
ク
ル
か
わ
る
。
行
動
し

て
主
抗
議
し
て
も
、
新
聞
に
は

一
行
も
の
-
ら
な
い
。
自
分
た
ち

の
機
関
誌
で
訴
え
る
し
か
な
い

じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

「
子
供
ち
に
平
和
な
住
み
や

す
い
世
を
践
し
た
い
と
思
っ
た

の
に
、
世
は
逆
行
。
い
く
ら

や
っ
て
も
ダ
メ
じ
ゃ
な
い
?
と

い
う
方
に
は
、
運
動
し
て
い
る

か
ら
こ
の
程
度
で
す
ん
で
い
る

の
よ
と
い
っ
て
い
ま
す
。
死
ぬ

ま
で
ゃ
め
ち
れ
な
い
わ
ね
」

「
草
の
実
」

H
定
価
4
0
0

円
連
絡
草
の
実
会
官
邸
-

qυququ勺
f

・η
f

向4
。，向。
ι

ラ
ス
メ
ン
ト
を
許
さ
な
い
会
」

#
結
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
全
国
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
仲

間
に
入
っ
て
応
援
し
て
下
さ

も

ν
問
題
が
起
き
た
の
は
、
男
子

閉
鎖
病
棟
で
す
。
こ
の
病
僚
の

害
者
の
転
勤
を
要
求
、
安
心
し

て
働
け
る
職
場
に
し
て
ほ
し
い

と
一
言
い
ま
し
た
が
「
彼
は
こ
の

病
院
に
必
要
な
人
材
」
と
聞
き

い
れ
ま
せ
ん
。

4
月
に
病
棟
の
勤
務
交
代
が

あ
り
、
被
害
者

Q
Xと
同
調
者

奇襲_.
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靖

安帝 f、来斤匹将国公き

みんなのベ ジです。言いたいこと申、知らせたい

ことが晶ったら、ど九どん投稿して下さい。

電話 03(3343)1846
編集部 l

FAX 03(3348)1890 

」

ソ
ニ

l
の

警官隊の導入に怒る

相
、
老
人
問
題
な
ど
)
毎
の
グ

ル
ー
プ
と
両
輪
で
活
動
し
て
い

る
。
ス
タ
ー
ト
の
時
か
ち
機
関

誌
を
編
集
す
る
グ
ル
ー
プ
〈
編

集
部
〉
が
で
き
た
。

「
も
ち
ろ
ん
、
何
を
ど
う
す

れ
ば
編
集
で
き
る
か
全
く
わ
か

ち
な
い
し
ろ
う
と
の
集
ま
り
。

亡
く
な
る
人
も
あ
り
、
編
集
部

員
も
減
っ
た
。
今
は
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
持
ち
回
り
塑
集
に
し
、

編
集
部
員
が
一
し
ょ
に
編
集
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。
「
編
集

部
貝
?
六
人
に
な
り
ま
し
た
。

実
働
四
人
。」

。

草
の
実
会
の
悩
み
は
高
齢
化

!全員編集者の草の実会|
ね
」
「
読
む
と
と
が
好
き
な
人

も
掠
っ
た
。
若
い
人
に
〈
阜
の

突
〉
を
見
せ
て
も
、
む
ず
か
し

い
と
い
わ
れ
た
り
し
て
、
思
わ

ず
、
ど
こ
が
む
ず
か
し
い
の
?

と
言
っ
た
り
・
」

編
集
部
も
含
め
平
均
七
十
歳

強
?
だ
が
、
キ
ビ
キ
ビ
、
に
ぎ

や
か
に
編
集
作
業
が
進
ん
で
い

た
。
「
志
」
と
「
情
熱
じ
に
年

齢
な
ど
金
支
関
係
な
い
主
忘

み
に
四
百
号
は
倍
大
に
噌
ぺ

1

看
護
士
に
よ
る
加
害
続
出

三
重
県
鈴
鹿
市
の
鈴
鹿
厚
生
病
院
で

女を、微妙にする香り
i'l~と呼ばれた、 kLl 、 E~O)物 lrf その待妃("，111 
からよみがえった沙;ffl(の丹り SASO
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…
一
豪
君
臨
盤
整
一
一

夏
こ
そ
積
極
的
に

に
関
心
を
持
つ
人
が
増
え
て
ス
と
一
緒
に
フ
レ
ン
ド
し
て
〈
ボ
ッ
タ
〉

(
な
す
と
ト

エ

ス

二

ッ

ク

料

理

い

ま

す

。
実
は
、
乙
れ
ら
の
使
わ
れ
ま
す
。

マ
ト
の
煮
込
み
)

猛
呂
に
な
る
と
、
つ
い
さ
料
理
に
便
わ
れ
る
ス
パ
イ
ス
今
回
は
、
ク
ミ
ン
を
べ
!

【
材
料
】

(4
人
分
)

っ
ば
り
し
た
も
の
に
手
を
出
の
重
要
な
構
成
ス
パ
イ
ス
が
ス
に
し
た
料
理
を
紹
介
し
ま
な
す

:
6個
、
玉
ね
ぎ

し
が
ち
。
素
麺

な

ど

の

冷

た

ク

ミ

ン

で

す

。

す

。

(

中

)

・;
l個
、
ト
マ
ト
〈
大
)

い
も
の
を
食
べ
た
く
な
り
ま
ク
ミ
ン
は
日
本
人
に
は
あ

す
が
、
こ
ん
な
時
こ
そ
、
食
ま
り
な
じ
み
の
無
い
ス
パ
イ

欲
を
そ
そ
る
カ
レ
l
料
理
を

ス
で
す
が
、
東
南
ア
ジ
ア
、

積
極
的
に
食
べ
た
い
も
の
で
メ
キ
シ
コ
な
ど
の
暑
い
地
方

す
。

の
エ
ス
ニ

ッ
ク
料
理
に
は
欠

最
近
は
、
本
格
的
な
カ
レ
か
せ
な
い
ス
パ
イ
ス
で
す
。

l
料
理
や
エ
ス
ニ
ッ
ク
料
理
多
く
の
場
合
、
他
の
ス
パ
イ

解
決
ま
で
十
数
年
も

粘
り
強
く
、
裁
判
で
壁
を
破
る

男
女
平
等
喜
色
、
裁
判
を
通
し
て
歪
事
闘
っ
て
き
た
女
性
た
ち
の
体
験
手
記
を
集

め
た
本
が
最

5
2平等
へ
の
ロ
マ
ン
」

(坂
本
福
子
編
、
学
習
の
友
社
)
が
そ
叫

最
後
ま
で
あ
き
り
字
、
差
別
を
差
別
と
認
め
さ
せ
H

整

蓮

念
d

を
一
つ
一
つ
改
め
さ
せ
て

き
有
ま
さ
に
H

女
の
戦
後
史
H

そ
の
も
の
の
闘
い
で
あ
る
。

「
平
等
へ
の
ロ
マ
ン
」

出
版
記
念
の
会
を
開
催

七
月
八
白
幽
夕
方
、
東
京
・

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
出
版

記
念
の
会
が
聞
か
れ
た
。
日
産

定
年
差
別
原
告
の
中
本
ミ
ヨ
さ

ん

(
一
九
八
二
年
三
月
最
高
裁

勝
利
判
決
)
、
鈴
鹿
市
昇
格
賃

金
差
別
の
山
本
和
子
さ
ん
(
一

九
八
五
年
勝
利
和
解
)
ち
大
先

盟
か
ら
、
今
裁
判
中
の
芝
信
金
、

日
立
製
作
所
の
星
口
ま
で
、
平

等
を
勝
ち
と
り
、
闘
い
つ
づ
け

て
き
た
女
性
た
ち
が
ず
ら
り
と

顔
を
揃
え
た
。
「
闘
う
と
い
う

こ
と
は
何
と
幸
せ
な
と
と
か
。

い
っ
た
ん
裁
判
で
敗
れ
て
も
、

く
じ
け
ず
運
動
し
、
リ
カ
バ
リ

ー
し
て
い
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
女

た
ち
の
裁
判
闘
争
は
、
自
分
を

変
え
、
職
場
を
変
え
、
世
の
中

を
変
え
て
行
っ
た
。
そ
し
て
、

家
庭
も
夫
も
子
供
も
変
、
え
た
」

(増
田
れ
い
子
さ
ん
の
ス
ピ
ー

チ
か
ち
)
。
女
性
た
ち
の
熱
気

で
、
勇
気
と
希
望
が
う
ず
ま
く

集
い
と
な
っ
た
。

乙
の
本
は
、
一
昨
年
、
女
性

差
別
訴
訟
の
第
一
線
で
弁
護
士

活
動
を
つ
づ
け
る
坂
本
福
子
さ

ん
の
還
暦
祝
い
の
会
を
、
原
告

た
ち
が
集
っ
て
聞
い
た
と
き

に、

H

記
念
が
と
し
て
自
分
た

ち
の
闘
い
の
記
録
を
出
そ
う
と

い
う
と
と
に
な
っ
た
も
の
。
だ

か
ち
、
執
筆
者
た
ち
は
、
中
本

持

執量覧者たちを紹介する坂本弁護士(前91J、マイク)

十
五
と
か
三
十
歳
で
定
年
)
」
闘
わ
れ
て
い
る
の
が
昇
給
昇
格

へ
の
闘
い
だ
っ
た
。

H

社
会
通
差
別
。
職
務
級
、
職
能
級
が
敷

念
H

も
ひ
ど
い
も
の
で
、
直
津
か
れ
、
女
子
は
い
つ
ま
で
た
っ

日
赤
裁
判
の
一
審
判
決
は
「
女
て
も
補
助
職
。
低
賃
金
の
ま
ま

子
の
体
力
は
男
子
に
比
し
て
劣
ー
ー
と
い
う
し
く
み
を
多
く
の

り
、
五
五
歳
の
女
子
の
機
能
は
企
業
で
と
っ
て
い
る
。

七
O
歳
以
上
の
男
子
の
そ
れ
に
「
つ
ど
い
」
で
は
、
執
筆
の

ほ
ぼ
ひ
と
し
い
」
と
、
現
在
で
六
星
口
、
今
、
原
告
の
女
性
た

は
信
じ
ろ
れ
な
い
よ
う
な
と
と
ち
が
発
言
。
裁
判
闘
争
は
確
実

を
書
い
て
い
る
。
結
婚
退
職
に
状
況
を
変
え
た
。
支
払
基
金

を
断
わ
り
子
ど
も
を
持
っ
て
働
の
押
川
弥
生
さ
ん
は
「
裁
判
を

く
と
い
う
立
中
さ
ん
に
上
司
は
お
と
し
た
一
九
八
O
年
、
三
等

「
子
持
ち
の
女
は
半
人
前
」
と
級
(係
長
)
は
全
国
で
九
人
だ
っ

い
い
捨
て
る
:・
。

た
の
に
、
今
は
四
百
十
人
に
な

若
年
定
年
や
結
婚
、
出
産
退
っ
た
」
と
い
い
、
大
拍
手
を
あ

職
制
が
崩
れ
た
あ
と
も
、
男
女
び
た
。
同
じ
く
男
女
差
別
裁
判

定
年
差
は
つ
づ
い
た
。
七
O
年
を
闘
っ
て
い
る
野
村
証
券
、
三

代
は
乙
の
裁
判
が
多
い
。
だ
が
陽
物
産
等
の
原
告
か
ち
の
エ

l

女
た
ち
は
ご
歳
の
差
は
一
切
ル
も
あ
っ
た
。

の
き

(中
本
ミ
ヨ
さ
ん
の
言
未
来
へ
の
夢
と
ロ
マ
ン
に
燃

葉
)
と
こ
の
差
別
も
切
り
崩
す
。

え
る
出
版
記
念
会
だ
っ
た
。

そ
し
て
七
0
年
代
か
ら
今
ま
で

た
。
が
、
総
合
職
の
女
性
は
、

、1.1
1
1可
ヨ
'
男
並
み
の
働
き
プ
ラ
ス
女
ろ
し

一

ヨ

e
e布
、
い
サ
ー
ビ
ス
を
要
求
さ
れ
る
0

4
岬
直
d
凶

男

性

は

大

き

い

仕

事

、

女

性

は

『，，
S
酬
叶

4
7

小
さ
い
仕
事
ば
か
り
:
・
。

f

U

1

U

『
総
合
職
希
望
女
性
は
漸
減
、

一
般
職
の
人
気
が
盛
り
上
が
っ

「

日

本

株

式

会

て
い
る
と
い
う
が
、
一
般
職
が

社
の
女
た
ち
」

H

身
の
丈
に
あ
っ
た
仕
事
H

と

い
う
わ
り
で
は
な
く
ご
生
懸

竹
信
三
恵
子
著

命
や
っ
て
も
使
い
捨
て
ら
れ
る

η
1
i
j都
恥
F
U
F
1
4
だ
り
な
ら
、
補
助
職
で
適
当
に

持

管

豊
富
一
給
料
だ
り
も
ら
い
た
い
」
と
い

臨
制
響
曲
調
翻
臨
調
叩
う
乙
と
だ
。

記

念

桝
』
臨
醐
翻
麟
瞬
間

rr翻鰍
醐
掴
餌
騨
臨
関

山崎

結
局
、
日
本
の
企
業
の
大
部

機
線
機
勝
機
麟
鱗
盤
機

分
は
依
然
と
し
て
〈
男
女
分
業

日
本
の
働
く
女
性
た
ち
が
い
体
制
〉
か
ら
脱
皮
し
て
お
ら
ず
、

か
に
働
き
に
く
い
状
視
の
も
と
男
を
会
社
に
し
ば
り
つ
け
、
女

で
働
か
さ
れ
て
い
る
か
を
足
で
性
に
対
し
て
は
、
対
等
な
成
員

歩
い
て
密
い
た
ル
ポ
。
八
八
年
と
し
て
み
ず
、
そ
の
意
欲
を
そ

か
ち
九
二
年
ま
で
の
聞
に
、
お
ぐ
よ
う
な
働
か
せ
方
し
か
で
き

よ
そ
八
十
人
も
の
男
女
に
会
つ
な
い
。

た
本
を
手
に
す
る
だ
ろ
う
か
。

に

九
十
九
歳
で
亡
く
な
る
十
七
弥
生
子
は
時
に
「
男
と
い
ふ

て
の
取
材
が
土
台
に
な
っ
て
い
育
休
の
制
度
は
で
き
て
も
生
少
々
考
え
て
し
ま
っ
た
。
な
お
目
前
ま
で
の
も
の
、
と
冒
頭
に
も
の
は
実
際
に
く
ろ
し
い
獣
で

る
だ
り
に
現
実
が
ス
シ
ン
と
響

め
な
い
。
生
め
ば
ま
す
ま
す
職
著
者
は
朝
日
新
聞
記
者
。
(
枝
)
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
中
断
な
レ
に

あ
る
」
と
夫
へ
の
怒
り
を
あ
ら

く
。
場
は
居
辛
く
な
る
|
。
著
者
は
(
朝
日
新
聞
社
・
千
二
百
円
)
曾
か
れ
て
お
り
、
時
に
は
公
表
わ
に
し
、
初
恋
の
人
に
も
「
愛

取
材
当
時
は
、
不
問
に
入
る
出
生
率
の
減
少
を
、
子
供
を
作
を
予
期
し
た
文
箪
も
あ
る
と
い
読
者
を
す
ぐ
口
に
し
て
困
る
」

前
で
、

H

女
性
の
活
用
H

が
鳴
れ
る
時
代
で
は
な
い
か
ら
、
と

「
人
間
・
野
上
弥
生
子
」

う
が
、
「
赤
裸
々
な
感
情
吐
露
と
批
判
は
忘
れ
ず
、
六
十
八
歳

物
入
り
で
叫
ば
れ
た
時
代
だ
っ
い
う
。
職
場
に
い
て
は
生
め
ず
、
「
野
上
弥
生
子
且
出
」
か
ら

が
」
み
ち
れ
H

理
性
の
人
H

の
同
士
の
愛
と
尊
敬
の
出
会
い
に

専
業
主
婦
に
な
れ
ば
、
教
育
費
中
村
智
子
著
人
間
味
を
知
る
と
と
が
で
き
は
「
私
が
人
生
の
た
そ
が
れ
に

持一持昨日
れ
較
に
い
れ
間
建
設
長
持
詰

不
況
の
世
の
中
、
日
本
の
企

川

一

一

、

叩

け
た
と
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

に

、
彼
と
し
て
も
決
し
て
期
待

業
の
男
女
分
業
体
質
は
、
む
き

一

本
書
の
著
者
は
、
そ
の
分
析
し
な
か

っ
た
悦
び
に
違
い
な

だ
し
と
な
り
、
も
ろ
に
女
性
を
白
鶴
蹴
鶴
蹄
磁
力
に
よ
っ
て
、
膨
大
な
置
の
白
い
」
と
書
き
残
し
て
い
る
。

直
撃
し
て
い
る
。
乙
の
本
は
、
野
上
弥
生
子
の
日
記
は
、
一
記
を
「
夫
・
野
上
豊
一
郎
の
と
ま
さ
に
H

人
間

・
弥
生
子
μ

女
性
が
読
め
ば
、
全
く
と
の
通
九
二
三
年
か
ら
一
九
八
五
年
ま
と
」
「
初
恋
の
人
・
中
勘
助
『
田
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
、
あ
ち
た

り
、
と
、
ご
く
自
然
に
読
む
こ
で
の
六
十
二
年
分
が
、
ノ
l
ト
辺
元
と
の
老
年
の
恋
愛
」
な
ど
め
て
弥
生
子
の
作
品
に
自
を
向

と
が
で
き
る
。
男
性
が
読
ん
だ
百
十
九
間
に
残
さ
れ
て
い
る
。
八
つ
の
章
に
内
容
を
分
け
て
い
け
さ
れ
る
。
(
陽
)

ろ
・:
。
ィ
ャ
、
男
性
が
乙
う
し
三
十
八
歳
か
ら
、
一
九
八
五
年
る
。

(

思

想

の

科

学

社

・
二
千
円
)
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1
0
9
0
(東
横
・
地
・
中
国
講
師
:
江
よ
栄
子
(
江
上
料
理

黒
駅
2
分
宮
閃
・

3
7
1
9
・

学
院
院
長
)
銀
行
摂
込
の
場

9
0
5
9
)
3
5
0
0円
合

9
5
0
0円
、
当
日
払
い
l

予
約
・
問
合
せ
・
:
地
球
の
友
君
万
円
揮
込
:
・
富
士
銀
行
神
田

甲
3
7

相
互
銀
行
男
女
賃
金
差
別
裁

判
」
(
百
年
秋
田
地
裁
勝
利
)

荻
原
和
子
さ
ん
、
「
支
払
基
金

女
性
昇
格
差
別
事
件
」
(
剖
年

里
民
高
裁
勝
利
和
解
)
辻
障
子

ミ
ヨ
さ
ん
を
除
い
て
、
全
員
、
さ
ん
。
そ
し
て
今
、
裁
判
闘
争

坂
本
弁
護
士
が
か
か
わ
っ
た
載
中
の
日
立
製
作
所
(
執
筆

・
担

判
の
原
告
た
ち
だ
が
、
ぞ
の
ま
口
暁
子
さ
ん
)
と
芝
信
用
金
庫

ま
女
性
裁
判
闘
争
史
と
い
っ
て
(
執
筆
・
鳴
海
匡
子
さ
ん
)
ち
。

よ
い
ほ
ど
。
坂
本
弁
護
土
の
H

女
・

ね
ば
り
強
い
闘
い
で
あ
る
。

性
の
権
利
一
す
じ
H

の
生
き
方
稀
に
、
四
年
、
五
年
で
解
決
し

の
証
で
も
あ
る
よ
う
だ
。

、

た
ケ
l
ス
も
あ
る
が
、
大
て
い

こ
の
本
で
執
筆
し
て
い
る
の
は
解
決
ま
で
十
数
年
。
赤
ん
坊

は
「
塞
穣
関
工
業
、
女
子
加
が
中
学
を
卒
業
し
て
し
ま
う
く

歳
定
年
制
」
の
志
賀
穂
子
さ
ん
ら
い
の
年
月
が
か
か
っ
て
い

(η年
勝
利
和
解
)
、
「
日
産
る
。
そ
の
問
、
職
場
の
よ
司
た

自
動
車
、
五
歳
差
定
年
制
裁
判
」
ち
の
冷
た
い
目
、
あ
る
い
は
む

の
中
本
ミ
ヨ
さ
ん
(
位
年
最
高
り
や
り
解
雇
さ
れ
抗
議
し
て
も

裁
勝
利
)
、
「
唐
津
田
赤
、
定
門
の
中
に
も
入
れ
て
も
ら
え

年
差
別
解
雇
裁
判
」
(
回
年
勝
ず
、
原
告
た
っ
た
一
人
で
の
苛

利
和
解
)
に
つ
い
て
吉
津
佳
代
烈
な
闘
い
。
男
性
組
合
員
も
全

子
さ
ん
、
「
伊
豆
シ
ャ
ボ
テ
ン
面
協
力
し
た
闘
い
も
あ
る
が
、

公
園
、
差
別
定
年
制
裁
判
」
(
布
労
働
組
合
は
「
わ
が
社
に
は
差

年
最
高
裁
勝
利
)
、
「
東
岸
鋼
飯
、
別
は
な
い
」
と
知
ち
ん
顔
の
ケ

出
産
不
当
配
転
解
雇
事
件
」
(
m
l
ス
が
多
い
。
そ
ん
な
中
で
原

年
勝
利
和
解
)
の
立
中
修
子
さ
告
た
ち
を
支
え
つ
づ
け
た
の

ん
、
「
タ
ケ
ダ
シ
ス
テ
ム
労
基
は
、
女
で
あ
る
が
た
め
の
乙
ん

法
改
悪
阻
止
裁
判
」
(
位
年
都
な
差
別
は
許
せ
な
い
、
人
間
と

労
委
勝
利
和
解
)
金
田
伶
子
さ
し
て
の
権
利
を
謹
り
た
い
と
い

ん
、
「
鈴
鹿
市
昇
格
賃
金
差
別
う
思
い
だ
っ
た
。

裁
判
」
(
部
年
勝
利
和
解
)
山
女
性
た
ち
の
裁
判
が
始
ま
る

本
和
子
さ
ん
、
「
静
岡
銀
行
差
の
は
一
九
六
0
年
代
か
ら
。
は

別
賃
金
裁
判
」
(
部
年
勝
利
和
じ
め
は
、
「
結
婚
退
職
制
」
「
女

解
)
栗
山
満
子
さ
ん
、
「
秋
田
子
若
年
定
年
制
(
女
子
の
み
ニ

zuuzds 

-・・l
個
、
し
し
と
う
・
・
・5
本、

ク
ミ
ン
シ

l
ド
:
・
小
さ
じ

l
、
タ
i
メ
リ
ッ
ク
:
・
小
さ

じ
凶
、
カ
イ
エ
ン
ぺ
パ

l
・:

小
さ
じ
凶
、
ク
ミ
ン
・:
小
さ

じ
始
、
コ
リ
ア
ン
ダ
ー
・:小

さ
じ
3
、
ジ
ン
ジ
ャ
ー
・:
小

さ
じ
始
、
ガ
ラ
ム
マ
サ
ラ
・:

小
さ
じ
l
、
サ
ラ
ダ
油
・
:
叩

砂143‘ピリッとした辛さが暑さを忘れさ
せてくれます

∞
、
塩
・
:
小
さ
じ
l

【
下
ご
し

b
え】

⑤
な
す
は
焼
き
、
熱
い
う

ち
に
皮
を
剥
き
あ
ろ
み
じ
ん

切
り
に
す
る
。

⑤
玉
ね
ぎ
、
ト
マ
ト
(
濁

む
き
し
種
を
取
る
)
も
あ
ち

み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

@
し
し
と
う
は
切
れ
目
を

入
れ
る
。
@
ク
ミ
ン
シ
l
ド
、
コ
リ

ア
ン
ダ
ー
は
ミ
ル
で
挽
く
。

【
作
り
方
】

①
厚
手
の
鍋
に
ク
ミ
ン
シ

ー
ド
と
サ
ラ
ダ
由
を
入
れ
、

ク
ミ
ン
シ
1
ド
が
パ
チ
パ
チ

は
じ
貯
た
ら
玉
ね
ぎ
を
入

れ
、
き
つ
ね
色
に
な
る
ま
で

妙
め
る
。
②
ト
マ
ト
、
な
す
を
加
え

5
分
ほ
ど
妙
め
、
パ
ウ
ダ
ー

類
の
ス
パ
イ
ス
と
塩
を
加
え

て
さ
ら
に
妙
め
る
。

③
し
し
と
う
を
加
え
、
弱

火
に
し
て
約
日
分
妙
め
煮
に

す
る
。(ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
)
夏
野
菜
が
豊
富
に
出
回
る

季
節
で
す
。
野
菜
の
煮
込
み

に
は
ク
ミ
ン
が
と
て
も
良
く

合
い
ま
す
。
こ
の
料
理
は
、

パ
ン
や
麺
を
主
食
に
し
て
も

良
く
合
い
ま
す
。

貸
出
提
供
・

ラ
イ
オ
ン

家
庭
和
学
研
究
所
/
料
理
指

導
・
園
田
ヒ
ロ
子
/
イ
ラ
ス

ト
・
細
田
貞
一

)
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と
乙
数
年
、
バ
ン
コ
ク
の

オ
シ
ャ
レ
な
レ
ス
ト
ラ
ン
の

メ
ニ
ュ
ー
の
中
味
が
ど
ん
ど

ん
変
化
し
て
い
る
。
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
た
名
前
の
料
理
だ

と
注
文
し
て
み
た
色
、
あ
き

ら
か
に
西
洋
料
理
や
日
本
料

理
が
ベ

l
ス
に
な
っ
た
タ
イ

料
理
が
出
て
く
る
。
し
か
し

日
本
に
だ
っ
て
様
々
な
国
の

料
理
の
ア
イ
デ
ア
を
と
り
入

れ
た
新
し
い
感
覚
叫
和
食
」

が
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
か
ち

「
ヒ
ト
ノ
ク
ニ
」
の
己
と
言

え
ま
せ
ん
よ
ね
。

か
つ
て
は
お
金
に
余
裕
の

あ
る
階
層
と
、
貧
し
い
階
層

と
に
は
っ
き
り
分
れ
て
い
た

こ
の
国
は
、
経
済
成
長
と
共

に
窟
の
落
差
が
深
ま
る
反
面

「
中
産
階
級
」
の
ニ
ュ

l
フ

ァ
ミ
リ
ー
も
た
く
さ
ん
出
現

し
て
い
る
昨
今
。

そ
う
い
う
人
々
に
人
気
の

あ
る
の
が
「
ヌ
l
ベ
ル
タ
イ

・
キ
ュ
イ
ジ
l
ヌ」

(
新
し

い
タ
イ
料
理
と
訳
す
の
だ
ろ

う
か
)
を
表
看
板
に
し
た
レ

ス
ト
ラ
ン
に
出
向
い
て
行
く

こ
と
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
と
の
春
に
行

同
川
凶

V
親
と
子
の
「
か
い
こ
の
自

然
和
学
教
室
」

幻
自
働
1
8月
四
日
幽
9
時

im時
叩
分
シ
ル
ク
博
物
館

(横
浜
市
中
区
山
下
町
l
)

①
め
ず
ち
し
い
品
種
の
か
い
と

飼
育
②
は
た
お
り
③
糸
と
り
・

ま
ゆ
人
形
づ
く
り
(
材
料
費
測

円
)
入
館
料
・
:
個
人
・
一
般

捌
円
、
高
・
大
生
別
円
、
小
・

中
学
生
川
円
問
合
せ
:・
シ
ル

ク
博
物
館
宮
附
・

6
4
1
・
0

ロU
A斗
A
T
i
vア
ジ
ア
語
学
講
座
夏
期
集

中
講
座

(入
門
4

喜
コ
ー
ス
)

担
日
同
i
m
u
日
回
目
時
叩

分
、
日
曜
叩
時
早
稲
田
奉
仕

圃
ク
ラ
ス
:
・
広
東
語
、
ベ
ト

ナ
ム
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

単
な
る
言
葉
の
学
習
だ
け
で
な

く
、
ア
ジ
ア
の
人
々
と
交
流
す

る
機
会
を
持
ち
、
ア
ジ
ア
の
中

で
生
き
る
自
己
の
理
解
を
求
め

る

2
万
2
0
0
0円
申
込

み
・:
早
稲
田
奉
仕
園
包
閃
・

3

2
G
P
O
-
5
4
n
x
d
 

っ
た
時
に
食
べ
た
「
ク
ン

・

オ
プ
・
ソ
ム
チ
ェ
ン
」
な
ど

は
ま
さ
に
そ
の
新
し
い
タ
イ

料
理
だ
っ
た
。ク
ン
は
エ
ビ
。

オ
プ
は
蒸
す
と
と
。
そ
し
て

ソ
ム
チ
ェ
ン
は
タ
イ
産
の
柑

橘
(
温
州
ミ
カ
ン
よ
り
や
や

大
き
い
タ
イ
産
オ
レ
ン
ジ
)

の
乙
と
だ
か
ら
、
「
エ
ビ
の

オ
レ
ン
ジ
蒸
し
」
か
な
ぁ
と

想
像
し
て
注
文
し
て
み
た
。

と
こ
ろ
が
出
て
き
た
の
は

完
全
な
和
洋
折
裏
タ
イ
料
理

で
あ
っ
た
。

エ
ビ
は
尾
の
部
分
を
残

し
、
玉
子
た
っ
ぷ
り
の
衣
を

つ
け
て
揚
げ
た
テ
ン
プ
ラ
で

あ
る
。
そ
し
て
ソ
ム
チ
ェ
ン

は
西
洋
料
理
そ
の
も
の
の
甘

酢
っ
ぱ
い
オ
レ
ン
ジ
ソ
l
ス

で
あ
る
。

「
ど
う
し
て
乙
れ
が
タ
イ

料
理
な
の
?
」
と
不
思
識
が

る
私
に
同
行
の
タ
イ
人
A
さ

ん
は
「
エ
ビ
の
テ
ン
プ
ラ
は

タ
イ
料
理
独
特
な
衣
な
の

よ
」
と
一言う。

た
し
か
に
日

本
の
テ
ン
プ
ラ
と
違
っ
て
少

々
甘
い
(
ま
る
で
ホ
ッ
ト
ケ

ー
キ
の
生
地
の
よ
う
だ
)
な

ぁ
と
私
。
オ
レ
ン
ジ
ソ
1
ス

に
使
わ
れ
て
い
る
ス
パ
イ
ス

が
タ
イ
の
香
り
が
す
る
。
ゥ

l
ン
、
や
っ
ぱ
り
タ
イ
料
理

な
の
で
あ
る
。
様
々
な
国
の

美
味
し
い
と
乙
ろ
を
取
り
入

れ
る
タ
イ
料
理
は
、
乙
と
に

来
て
ま
た
新
し
い
食
文
化
の

幅
を
広
げ
た
よ
う
だ
。
味
も

な
か
な
か
よ
か
っ
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
(戸
田
杏
子
)

事庁、
4 

タイショウエビ

|[問…り!I
ハブテ焼き
残った煮魚は網で焼き直し食

べるとうまみが逃げず、香ばし

さがプラスされてうまい。ただ

し、身がくずれやすU、。網を十

分熱し、中火でじっくり混めな

ければなちずむずかしい。広島

地方で行われている料理法で

「はぶてる」とはふくれっ菌の

とと。手閣がかかるので、ふく

れっ面で焼くので命名。

鮭)大日本水産会・

おさかな普及協議会

合

ー戸、
ド

ゑ
の

L 

飲酒は20成をi&dてから C あき缶はリサイクルへo

?函

ど
ミ

え
は
々
つ。まけ
F

し
そ

で
寸

ノし
、ソ

和
久
芥
.
眼
目
九

ミ
久

1
4尻、

う
ま
し
ん
だ
な
、

の
ど
ご
し
快
開
。
事
実
だ
け
の
ピ

I
H
V

サ
ン
ト
リ
ー
門
モ
ル
ツ
]
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…
一
豪
君
臨
盤
整
一
一

夏
こ
そ
積
極
的
に

に
関
心
を
持
つ
人
が
増
え
て
ス
と
一
緒
に
フ
レ
ン
ド
し
て
〈
ボ
ッ
タ
〉

(
な
す
と
ト

エ

ス

二

ッ

ク

料

理

い

ま

す

。
実
は
、
乙
れ
ら
の
使
わ
れ
ま
す
。

マ
ト
の
煮
込
み
)

猛
呂
に
な
る
と
、
つ
い
さ
料
理
に
便
わ
れ
る
ス
パ
イ
ス
今
回
は
、
ク
ミ
ン
を
べ
!

【
材
料
】

(4
人
分
)

っ
ば
り
し
た
も
の
に
手
を
出
の
重
要
な
構
成
ス
パ
イ
ス
が
ス
に
し
た
料
理
を
紹
介
し
ま
な
す

:
6個
、
玉
ね
ぎ

し
が
ち
。
素
麺

な

ど

の

冷

た

ク

ミ

ン

で

す

。

す

。

(

中

)

・;
l個
、
ト
マ
ト
〈
大
)

い
も
の
を
食
べ
た
く
な
り
ま
ク
ミ
ン
は
日
本
人
に
は
あ

す
が
、
こ
ん
な
時
こ
そ
、
食
ま
り
な
じ
み
の
無
い
ス
パ
イ

欲
を
そ
そ
る
カ
レ
l
料
理
を

ス
で
す
が
、
東
南
ア
ジ
ア
、

積
極
的
に
食
べ
た
い
も
の
で
メ
キ
シ
コ
な
ど
の
暑
い
地
方

す
。

の
エ
ス
ニ

ッ
ク
料
理
に
は
欠

最
近
は
、
本
格
的
な
カ
レ
か
せ
な
い
ス
パ
イ
ス
で
す
。

l
料
理
や
エ
ス
ニ
ッ
ク
料
理
多
く
の
場
合
、
他
の
ス
パ
イ

解
決
ま
で
十
数
年
も

粘
り
強
く
、
裁
判
で
壁
を
破
る

男
女
平
等
喜
色
、
裁
判
を
通
し
て
歪
事
闘
っ
て
き
た
女
性
た
ち
の
体
験
手
記
を
集

め
た
本
が
最

5
2平等
へ
の
ロ
マ
ン
」

(坂
本
福
子
編
、
学
習
の
友
社
)
が
そ
叫

最
後
ま
で
あ
き
り
字
、
差
別
を
差
別
と
認
め
さ
せ
H

整

蓮

念
d

を
一
つ
一
つ
改
め
さ
せ
て

き
有
ま
さ
に
H

女
の
戦
後
史
H

そ
の
も
の
の
闘
い
で
あ
る
。

「
平
等
へ
の
ロ
マ
ン
」

出
版
記
念
の
会
を
開
催

七
月
八
白
幽
夕
方
、
東
京
・

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
出
版

記
念
の
会
が
聞
か
れ
た
。
日
産

定
年
差
別
原
告
の
中
本
ミ
ヨ
さ

ん

(
一
九
八
二
年
三
月
最
高
裁

勝
利
判
決
)
、
鈴
鹿
市
昇
格
賃

金
差
別
の
山
本
和
子
さ
ん
(
一

九
八
五
年
勝
利
和
解
)
ち
大
先

盟
か
ら
、
今
裁
判
中
の
芝
信
金
、

日
立
製
作
所
の
星
口
ま
で
、
平

等
を
勝
ち
と
り
、
闘
い
つ
づ
け

て
き
た
女
性
た
ち
が
ず
ら
り
と

顔
を
揃
え
た
。
「
闘
う
と
い
う

こ
と
は
何
と
幸
せ
な
と
と
か
。

い
っ
た
ん
裁
判
で
敗
れ
て
も
、

く
じ
け
ず
運
動
し
、
リ
カ
バ
リ

ー
し
て
い
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
女

た
ち
の
裁
判
闘
争
は
、
自
分
を

変
え
、
職
場
を
変
え
、
世
の
中

を
変
え
て
行
っ
た
。
そ
し
て
、

家
庭
も
夫
も
子
供
も
変
、
え
た
」

(増
田
れ
い
子
さ
ん
の
ス
ピ
ー

チ
か
ち
)
。
女
性
た
ち
の
熱
気

で
、
勇
気
と
希
望
が
う
ず
ま
く

集
い
と
な
っ
た
。

乙
の
本
は
、
一
昨
年
、
女
性

差
別
訴
訟
の
第
一
線
で
弁
護
士

活
動
を
つ
づ
け
る
坂
本
福
子
さ

ん
の
還
暦
祝
い
の
会
を
、
原
告

た
ち
が
集
っ
て
聞
い
た
と
き

に、

H

記
念
が
と
し
て
自
分
た

ち
の
闘
い
の
記
録
を
出
そ
う
と

い
う
と
と
に
な
っ
た
も
の
。
だ

か
ち
、
執
筆
者
た
ち
は
、
中
本

持

執量覧者たちを紹介する坂本弁護士(前91J、マイク)

十
五
と
か
三
十
歳
で
定
年
)
」
闘
わ
れ
て
い
る
の
が
昇
給
昇
格

へ
の
闘
い
だ
っ
た
。

H

社
会
通
差
別
。
職
務
級
、
職
能
級
が
敷

念
H

も
ひ
ど
い
も
の
で
、
直
津
か
れ
、
女
子
は
い
つ
ま
で
た
っ

日
赤
裁
判
の
一
審
判
決
は
「
女
て
も
補
助
職
。
低
賃
金
の
ま
ま

子
の
体
力
は
男
子
に
比
し
て
劣
ー
ー
と
い
う
し
く
み
を
多
く
の

り
、
五
五
歳
の
女
子
の
機
能
は
企
業
で
と
っ
て
い
る
。

七
O
歳
以
上
の
男
子
の
そ
れ
に
「
つ
ど
い
」
で
は
、
執
筆
の

ほ
ぼ
ひ
と
し
い
」
と
、
現
在
で
六
星
口
、
今
、
原
告
の
女
性
た

は
信
じ
ろ
れ
な
い
よ
う
な
と
と
ち
が
発
言
。
裁
判
闘
争
は
確
実

を
書
い
て
い
る
。
結
婚
退
職
に
状
況
を
変
え
た
。
支
払
基
金

を
断
わ
り
子
ど
も
を
持
っ
て
働
の
押
川
弥
生
さ
ん
は
「
裁
判
を

く
と
い
う
立
中
さ
ん
に
上
司
は
お
と
し
た
一
九
八
O
年
、
三
等

「
子
持
ち
の
女
は
半
人
前
」
と
級
(係
長
)
は
全
国
で
九
人
だ
っ

い
い
捨
て
る
:・
。

た
の
に
、
今
は
四
百
十
人
に
な

若
年
定
年
や
結
婚
、
出
産
退
っ
た
」
と
い
い
、
大
拍
手
を
あ

職
制
が
崩
れ
た
あ
と
も
、
男
女
び
た
。
同
じ
く
男
女
差
別
裁
判

定
年
差
は
つ
づ
い
た
。
七
O
年
を
闘
っ
て
い
る
野
村
証
券
、
三

代
は
乙
の
裁
判
が
多
い
。
だ
が
陽
物
産
等
の
原
告
か
ち
の
エ

l

女
た
ち
は
ご
歳
の
差
は
一
切
ル
も
あ
っ
た
。

の
き

(中
本
ミ
ヨ
さ
ん
の
言
未
来
へ
の
夢
と
ロ
マ
ン
に
燃

葉
)
と
こ
の
差
別
も
切
り
崩
す
。

え
る
出
版
記
念
会
だ
っ
た
。

そ
し
て
七
0
年
代
か
ら
今
ま
で

た
。
が
、
総
合
職
の
女
性
は
、

、1.1
1
1可
ヨ
'
男
並
み
の
働
き
プ
ラ
ス
女
ろ
し

一

ヨ

e
e布
、
い
サ
ー
ビ
ス
を
要
求
さ
れ
る
0

4
岬
直
d
凶

男

性

は

大

き

い

仕

事

、

女

性

は

『，，
S
酬
叶

4
7

小
さ
い
仕
事
ば
か
り
:
・
。

f

U

1

U

『
総
合
職
希
望
女
性
は
漸
減
、

一
般
職
の
人
気
が
盛
り
上
が
っ

「

日

本

株

式

会

て
い
る
と
い
う
が
、
一
般
職
が

社
の
女
た
ち
」

H

身
の
丈
に
あ
っ
た
仕
事
H

と

い
う
わ
り
で
は
な
く
ご
生
懸

竹
信
三
恵
子
著

命
や
っ
て
も
使
い
捨
て
ら
れ
る

η
1
i
j都
恥
F
U
F
1
4
だ
り
な
ら
、
補
助
職
で
適
当
に

持

管

豊
富
一
給
料
だ
り
も
ら
い
た
い
」
と
い

臨
制
響
曲
調
翻
臨
調
叩
う
乙
と
だ
。

記

念

桝
』
臨
醐
翻
麟
瞬
間

rr翻鰍
醐
掴
餌
騨
臨
関

山崎

結
局
、
日
本
の
企
業
の
大
部

機
線
機
勝
機
麟
鱗
盤
機

分
は
依
然
と
し
て
〈
男
女
分
業

日
本
の
働
く
女
性
た
ち
が
い
体
制
〉
か
ら
脱
皮
し
て
お
ら
ず
、

か
に
働
き
に
く
い
状
視
の
も
と
男
を
会
社
に
し
ば
り
つ
け
、
女

で
働
か
さ
れ
て
い
る
か
を
足
で
性
に
対
し
て
は
、
対
等
な
成
員

歩
い
て
密
い
た
ル
ポ
。
八
八
年
と
し
て
み
ず
、
そ
の
意
欲
を
そ

か
ち
九
二
年
ま
で
の
聞
に
、
お
ぐ
よ
う
な
働
か
せ
方
し
か
で
き

よ
そ
八
十
人
も
の
男
女
に
会
つ
な
い
。

た
本
を
手
に
す
る
だ
ろ
う
か
。

に

九
十
九
歳
で
亡
く
な
る
十
七
弥
生
子
は
時
に
「
男
と
い
ふ

て
の
取
材
が
土
台
に
な
っ
て
い
育
休
の
制
度
は
で
き
て
も
生
少
々
考
え
て
し
ま
っ
た
。
な
お
目
前
ま
で
の
も
の
、
と
冒
頭
に
も
の
は
実
際
に
く
ろ
し
い
獣
で

る
だ
り
に
現
実
が
ス
シ
ン
と
響

め
な
い
。
生
め
ば
ま
す
ま
す
職
著
者
は
朝
日
新
聞
記
者
。
(
枝
)
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
中
断
な
レ
に

あ
る
」
と
夫
へ
の
怒
り
を
あ
ら

く
。
場
は
居
辛
く
な
る
|
。
著
者
は
(
朝
日
新
聞
社
・
千
二
百
円
)
曾
か
れ
て
お
り
、
時
に
は
公
表
わ
に
し
、
初
恋
の
人
に
も
「
愛

取
材
当
時
は
、
不
問
に
入
る
出
生
率
の
減
少
を
、
子
供
を
作
を
予
期
し
た
文
箪
も
あ
る
と
い
読
者
を
す
ぐ
口
に
し
て
困
る
」

前
で
、

H

女
性
の
活
用
H

が
鳴
れ
る
時
代
で
は
な
い
か
ら
、
と

「
人
間
・
野
上
弥
生
子
」

う
が
、
「
赤
裸
々
な
感
情
吐
露
と
批
判
は
忘
れ
ず
、
六
十
八
歳

物
入
り
で
叫
ば
れ
た
時
代
だ
っ
い
う
。
職
場
に
い
て
は
生
め
ず
、
「
野
上
弥
生
子
且
出
」
か
ら

が
」
み
ち
れ
H

理
性
の
人
H

の
同
士
の
愛
と
尊
敬
の
出
会
い
に

専
業
主
婦
に
な
れ
ば
、
教
育
費
中
村
智
子
著
人
間
味
を
知
る
と
と
が
で
き
は
「
私
が
人
生
の
た
そ
が
れ
に

持一持昨日
れ
較
に
い
れ
間
建
設
長
持
詰

不
況
の
世
の
中
、
日
本
の
企

川

一

一

、

叩

け
た
と
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

に

、
彼
と
し
て
も
決
し
て
期
待

業
の
男
女
分
業
体
質
は
、
む
き

一

本
書
の
著
者
は
、
そ
の
分
析
し
な
か

っ
た
悦
び
に
違
い
な

だ
し
と
な
り
、
も
ろ
に
女
性
を
白
鶴
蹴
鶴
蹄
磁
力
に
よ
っ
て
、
膨
大
な
置
の
白
い
」
と
書
き
残
し
て
い
る
。

直
撃
し
て
い
る
。
乙
の
本
は
、
野
上
弥
生
子
の
日
記
は
、
一
記
を
「
夫
・
野
上
豊
一
郎
の
と
ま
さ
に
H

人
間

・
弥
生
子
μ

女
性
が
読
め
ば
、
全
く
と
の
通
九
二
三
年
か
ら
一
九
八
五
年
ま
と
」
「
初
恋
の
人
・
中
勘
助
『
田
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
、
あ
ち
た

り
、
と
、
ご
く
自
然
に
読
む
こ
で
の
六
十
二
年
分
が
、
ノ
l
ト
辺
元
と
の
老
年
の
恋
愛
」
な
ど
め
て
弥
生
子
の
作
品
に
自
を
向

と
が
で
き
る
。
男
性
が
読
ん
だ
百
十
九
間
に
残
さ
れ
て
い
る
。
八
つ
の
章
に
内
容
を
分
け
て
い
け
さ
れ
る
。
(
陽
)

ろ
・:
。
ィ
ャ
、
男
性
が
乙
う
し
三
十
八
歳
か
ら
、
一
九
八
五
年
る
。

(

思

想

の

科

学

社

・
二
千
円
)
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1
0
9
0
(東
横
・
地
・
中
国
講
師
:
江
よ
栄
子
(
江
上
料
理

黒
駅
2
分
宮
閃
・

3
7
1
9
・

学
院
院
長
)
銀
行
摂
込
の
場

9
0
5
9
)
3
5
0
0円
合

9
5
0
0円
、
当
日
払
い
l

予
約
・
問
合
せ
・
:
地
球
の
友
君
万
円
揮
込
:
・
富
士
銀
行
神
田

甲
3
7

相
互
銀
行
男
女
賃
金
差
別
裁

判
」
(
百
年
秋
田
地
裁
勝
利
)

荻
原
和
子
さ
ん
、
「
支
払
基
金

女
性
昇
格
差
別
事
件
」
(
剖
年

里
民
高
裁
勝
利
和
解
)
辻
障
子

ミ
ヨ
さ
ん
を
除
い
て
、
全
員
、
さ
ん
。
そ
し
て
今
、
裁
判
闘
争

坂
本
弁
護
士
が
か
か
わ
っ
た
載
中
の
日
立
製
作
所
(
執
筆

・
担

判
の
原
告
た
ち
だ
が
、
ぞ
の
ま
口
暁
子
さ
ん
)
と
芝
信
用
金
庫

ま
女
性
裁
判
闘
争
史
と
い
っ
て
(
執
筆
・
鳴
海
匡
子
さ
ん
)
ち
。

よ
い
ほ
ど
。
坂
本
弁
護
土
の
H

女
・

ね
ば
り
強
い
闘
い
で
あ
る
。

性
の
権
利
一
す
じ
H

の
生
き
方
稀
に
、
四
年
、
五
年
で
解
決
し

の
証
で
も
あ
る
よ
う
だ
。

、

た
ケ
l
ス
も
あ
る
が
、
大
て
い

こ
の
本
で
執
筆
し
て
い
る
の
は
解
決
ま
で
十
数
年
。
赤
ん
坊

は
「
塞
穣
関
工
業
、
女
子
加
が
中
学
を
卒
業
し
て
し
ま
う
く

歳
定
年
制
」
の
志
賀
穂
子
さ
ん
ら
い
の
年
月
が
か
か
っ
て
い

(η年
勝
利
和
解
)
、
「
日
産
る
。
そ
の
問
、
職
場
の
よ
司
た

自
動
車
、
五
歳
差
定
年
制
裁
判
」
ち
の
冷
た
い
目
、
あ
る
い
は
む

の
中
本
ミ
ヨ
さ
ん
(
位
年
最
高
り
や
り
解
雇
さ
れ
抗
議
し
て
も

裁
勝
利
)
、
「
唐
津
田
赤
、
定
門
の
中
に
も
入
れ
て
も
ら
え

年
差
別
解
雇
裁
判
」
(
回
年
勝
ず
、
原
告
た
っ
た
一
人
で
の
苛

利
和
解
)
に
つ
い
て
吉
津
佳
代
烈
な
闘
い
。
男
性
組
合
員
も
全

子
さ
ん
、
「
伊
豆
シ
ャ
ボ
テ
ン
面
協
力
し
た
闘
い
も
あ
る
が
、

公
園
、
差
別
定
年
制
裁
判
」
(
布
労
働
組
合
は
「
わ
が
社
に
は
差

年
最
高
裁
勝
利
)
、
「
東
岸
鋼
飯
、
別
は
な
い
」
と
知
ち
ん
顔
の
ケ

出
産
不
当
配
転
解
雇
事
件
」
(
m
l
ス
が
多
い
。
そ
ん
な
中
で
原

年
勝
利
和
解
)
の
立
中
修
子
さ
告
た
ち
を
支
え
つ
づ
け
た
の

ん
、
「
タ
ケ
ダ
シ
ス
テ
ム
労
基
は
、
女
で
あ
る
が
た
め
の
乙
ん

法
改
悪
阻
止
裁
判
」
(
位
年
都
な
差
別
は
許
せ
な
い
、
人
間
と

労
委
勝
利
和
解
)
金
田
伶
子
さ
し
て
の
権
利
を
謹
り
た
い
と
い

ん
、
「
鈴
鹿
市
昇
格
賃
金
差
別
う
思
い
だ
っ
た
。

裁
判
」
(
部
年
勝
利
和
解
)
山
女
性
た
ち
の
裁
判
が
始
ま
る

本
和
子
さ
ん
、
「
静
岡
銀
行
差
の
は
一
九
六
0
年
代
か
ら
。
は

別
賃
金
裁
判
」
(
部
年
勝
利
和
じ
め
は
、
「
結
婚
退
職
制
」
「
女

解
)
栗
山
満
子
さ
ん
、
「
秋
田
子
若
年
定
年
制
(
女
子
の
み
ニ

zuuzds 

-・・l
個
、
し
し
と
う
・
・
・5
本、

ク
ミ
ン
シ

l
ド
:
・
小
さ
じ

l
、
タ
i
メ
リ
ッ
ク
:
・
小
さ

じ
凶
、
カ
イ
エ
ン
ぺ
パ

l
・:

小
さ
じ
凶
、
ク
ミ
ン
・:
小
さ

じ
始
、
コ
リ
ア
ン
ダ
ー
・:小

さ
じ
3
、
ジ
ン
ジ
ャ
ー
・:
小

さ
じ
始
、
ガ
ラ
ム
マ
サ
ラ
・:

小
さ
じ
l
、
サ
ラ
ダ
油
・
:
叩

砂143‘ピリッとした辛さが暑さを忘れさ
せてくれます

∞
、
塩
・
:
小
さ
じ
l

【
下
ご
し

b
え】

⑤
な
す
は
焼
き
、
熱
い
う

ち
に
皮
を
剥
き
あ
ろ
み
じ
ん

切
り
に
す
る
。

⑤
玉
ね
ぎ
、
ト
マ
ト
(
濁

む
き
し
種
を
取
る
)
も
あ
ち

み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

@
し
し
と
う
は
切
れ
目
を

入
れ
る
。
@
ク
ミ
ン
シ
l
ド
、
コ
リ

ア
ン
ダ
ー
は
ミ
ル
で
挽
く
。

【
作
り
方
】

①
厚
手
の
鍋
に
ク
ミ
ン
シ

ー
ド
と
サ
ラ
ダ
由
を
入
れ
、

ク
ミ
ン
シ
1
ド
が
パ
チ
パ
チ

は
じ
貯
た
ら
玉
ね
ぎ
を
入

れ
、
き
つ
ね
色
に
な
る
ま
で

妙
め
る
。
②
ト
マ
ト
、
な
す
を
加
え

5
分
ほ
ど
妙
め
、
パ
ウ
ダ
ー

類
の
ス
パ
イ
ス
と
塩
を
加
え

て
さ
ら
に
妙
め
る
。

③
し
し
と
う
を
加
え
、
弱

火
に
し
て
約
日
分
妙
め
煮
に

す
る
。(ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
)
夏
野
菜
が
豊
富
に
出
回
る

季
節
で
す
。
野
菜
の
煮
込
み

に
は
ク
ミ
ン
が
と
て
も
良
く

合
い
ま
す
。
こ
の
料
理
は
、

パ
ン
や
麺
を
主
食
に
し
て
も

良
く
合
い
ま
す
。

貸
出
提
供
・

ラ
イ
オ
ン

家
庭
和
学
研
究
所
/
料
理
指

導
・
園
田
ヒ
ロ
子
/
イ
ラ
ス

ト
・
細
田
貞
一

)

118 

と
乙
数
年
、
バ
ン
コ
ク
の

オ
シ
ャ
レ
な
レ
ス
ト
ラ
ン
の

メ
ニ
ュ
ー
の
中
味
が
ど
ん
ど

ん
変
化
し
て
い
る
。
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
た
名
前
の
料
理
だ

と
注
文
し
て
み
た
色
、
あ
き

ら
か
に
西
洋
料
理
や
日
本
料

理
が
ベ

l
ス
に
な
っ
た
タ
イ

料
理
が
出
て
く
る
。
し
か
し

日
本
に
だ
っ
て
様
々
な
国
の

料
理
の
ア
イ
デ
ア
を
と
り
入

れ
た
新
し
い
感
覚
叫
和
食
」

が
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
か
ち

「
ヒ
ト
ノ
ク
ニ
」
の
己
と
言

え
ま
せ
ん
よ
ね
。

か
つ
て
は
お
金
に
余
裕
の

あ
る
階
層
と
、
貧
し
い
階
層

と
に
は
っ
き
り
分
れ
て
い
た

こ
の
国
は
、
経
済
成
長
と
共

に
窟
の
落
差
が
深
ま
る
反
面

「
中
産
階
級
」
の
ニ
ュ

l
フ

ァ
ミ
リ
ー
も
た
く
さ
ん
出
現

し
て
い
る
昨
今
。

そ
う
い
う
人
々
に
人
気
の

あ
る
の
が
「
ヌ
l
ベ
ル
タ
イ

・
キ
ュ
イ
ジ
l
ヌ」

(
新
し

い
タ
イ
料
理
と
訳
す
の
だ
ろ

う
か
)
を
表
看
板
に
し
た
レ

ス
ト
ラ
ン
に
出
向
い
て
行
く

こ
と
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
と
の
春
に
行

同
川
凶

V
親
と
子
の
「
か
い
こ
の
自

然
和
学
教
室
」

幻
自
働
1
8月
四
日
幽
9
時

im時
叩
分
シ
ル
ク
博
物
館

(横
浜
市
中
区
山
下
町
l
)

①
め
ず
ち
し
い
品
種
の
か
い
と

飼
育
②
は
た
お
り
③
糸
と
り
・

ま
ゆ
人
形
づ
く
り
(
材
料
費
測

円
)
入
館
料
・
:
個
人
・
一
般

捌
円
、
高
・
大
生
別
円
、
小
・

中
学
生
川
円
問
合
せ
:・
シ
ル

ク
博
物
館
宮
附
・

6
4
1
・
0

ロU
A斗
A
T
i
vア
ジ
ア
語
学
講
座
夏
期
集

中
講
座

(入
門
4

喜
コ
ー
ス
)

担
日
同
i
m
u
日
回
目
時
叩

分
、
日
曜
叩
時
早
稲
田
奉
仕

圃
ク
ラ
ス
:
・
広
東
語
、
ベ
ト

ナ
ム
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

単
な
る
言
葉
の
学
習
だ
け
で
な

く
、
ア
ジ
ア
の
人
々
と
交
流
す

る
機
会
を
持
ち
、
ア
ジ
ア
の
中

で
生
き
る
自
己
の
理
解
を
求
め

る

2
万
2
0
0
0円
申
込

み
・:
早
稲
田
奉
仕
園
包
閃
・

3

2
G
P
O
-
5
4
n
x
d
 

っ
た
時
に
食
べ
た
「
ク
ン

・

オ
プ
・
ソ
ム
チ
ェ
ン
」
な
ど

は
ま
さ
に
そ
の
新
し
い
タ
イ

料
理
だ
っ
た
。ク
ン
は
エ
ビ
。

オ
プ
は
蒸
す
と
と
。
そ
し
て

ソ
ム
チ
ェ
ン
は
タ
イ
産
の
柑

橘
(
温
州
ミ
カ
ン
よ
り
や
や

大
き
い
タ
イ
産
オ
レ
ン
ジ
)

の
乙
と
だ
か
ら
、
「
エ
ビ
の

オ
レ
ン
ジ
蒸
し
」
か
な
ぁ
と

想
像
し
て
注
文
し
て
み
た
。

と
こ
ろ
が
出
て
き
た
の
は

完
全
な
和
洋
折
裏
タ
イ
料
理

で
あ
っ
た
。

エ
ビ
は
尾
の
部
分
を
残

し
、
玉
子
た
っ
ぷ
り
の
衣
を

つ
け
て
揚
げ
た
テ
ン
プ
ラ
で

あ
る
。
そ
し
て
ソ
ム
チ
ェ
ン

は
西
洋
料
理
そ
の
も
の
の
甘

酢
っ
ぱ
い
オ
レ
ン
ジ
ソ
l
ス

で
あ
る
。

「
ど
う
し
て
乙
れ
が
タ
イ

料
理
な
の
?
」
と
不
思
識
が

る
私
に
同
行
の
タ
イ
人
A
さ

ん
は
「
エ
ビ
の
テ
ン
プ
ラ
は

タ
イ
料
理
独
特
な
衣
な
の

よ
」
と
一言う。

た
し
か
に
日

本
の
テ
ン
プ
ラ
と
違
っ
て
少

々
甘
い
(
ま
る
で
ホ
ッ
ト
ケ

ー
キ
の
生
地
の
よ
う
だ
)
な

ぁ
と
私
。
オ
レ
ン
ジ
ソ
1
ス

に
使
わ
れ
て
い
る
ス
パ
イ
ス

が
タ
イ
の
香
り
が
す
る
。
ゥ

l
ン
、
や
っ
ぱ
り
タ
イ
料
理

な
の
で
あ
る
。
様
々
な
国
の

美
味
し
い
と
乙
ろ
を
取
り
入

れ
る
タ
イ
料
理
は
、
乙
と
に

来
て
ま
た
新
し
い
食
文
化
の

幅
を
広
げ
た
よ
う
だ
。
味
も

な
か
な
か
よ
か
っ
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
(戸
田
杏
子
)

事庁、
4 

タイショウエビ

|[問…り!I
ハブテ焼き
残った煮魚は網で焼き直し食

べるとうまみが逃げず、香ばし

さがプラスされてうまい。ただ

し、身がくずれやすU、。網を十

分熱し、中火でじっくり混めな

ければなちずむずかしい。広島

地方で行われている料理法で

「はぶてる」とはふくれっ菌の

とと。手閣がかかるので、ふく

れっ面で焼くので命名。

鮭)大日本水産会・

おさかな普及協議会

合

ー戸、
ド

ゑ
の

L 

飲酒は20成をi&dてから C あき缶はリサイクルへo

?函

ど
ミ

え
は
々
つ。まけ
F

し
そ

で
寸

ノし
、ソ

和
久
芥
.
眼
目
九

ミ
久

1
4尻、

う
ま
し
ん
だ
な
、

の
ど
ご
し
快
開
。
事
実
だ
け
の
ピ

I
H
V

サ
ン
ト
リ
ー
門
モ
ル
ツ
]

fI ・8肱完備による掛観的肱 ~'H:"'" ・ 11'l-Co(，午嗣百時までW止されて‘ます 細迅阪売φJト1}-f1.̂士Il

、

こ
れ
、
が
っ
。


